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        第六章　軍人完成

        　　第一　騎兵監

        　　第二　平和会議

        　　第三　師団長

        　　第四　大将秋山

        第七章　残生奉仕

        　　第一　秋山校長

        　　　一　校長就任

        　　　二　教育識見

        　　　三　校長の六年間

        　　第二　永眠

        　　　一　東京にて病臥

        　　　二　名将遂に逝く

        　　　三　葬儀

    
    

    　

    　出典　「秋山好古」

    （昭和十一年、秋山好古大将伝記刊行会 編）

    　

    　・本編より、晩年部分の第六章、第七章を抜粋

    　・原本の挿図、写真は省略した

    　・「三　葬儀」本文中の弔辞部分は省略した

    

    　

    　凡例

    ・読みやすいように難読な文字にはルビを付け、句読点を適宜補った。

    ・代名詞、形容動詞、副詞など、現在は主にひらがなで表記されるものが漢字表記になっている場合は基本的にひらがな表記とした。

    ・漢字は新字体に改め、旧仮名遣いは現仮名遣いに改めた。

    　

    


    
        第六章　軍人完成

        
            　　第一　騎兵監

            　

            　明治三十九年二月九日、習志野の衛戍地えいじゅちに凱旋した将軍は、その六日付で、待っていたように騎兵監転補の辞令を受けた。前騎兵監渋谷少将（在明）の輜重兵監に転じた後を承けたのである。戦後の騎兵科革新のために、騎兵部隊統率の経験に於いて、またその識見及び理想に於いて、最大権威と目される将軍の任用は、まさに適材を適所に挙げたものであろう。

            　その四月、戦後第一回の師団長会議が開催されたが、その時将軍は、騎兵教育に関して左の要旨の意見を述べた。

            「戦勝の余光は一般社会の風教に変化を来たし、または外国将校等との交際も漸次増加するに当たり、奢侈しゃしの風を増長するの傾向なしとせず。然れども質素は軍人の恪守かくしゅすべき最大要目なるを以て、社会的の風潮に伴わず、礼儀を失せず、体面を損せざるを以て足れりとし、清廉潔白の気風を養成し、断じて奢侈の風に陥らしめざるを要す」

            　実に将軍は、戦勝の慢心により生ずる偸安とうあんと、奢侈の風潮とを憂い、斯くては騎兵の特性に大影響あり、また騎兵科向上に害あるべきを思い、機会ある毎に士気の緊張を力説したのであった。さればその騎兵科に下した訓示は、切々将軍の真精神を顕現せるものであった。

            「欠乏に堪え困扼に撓たわまず、障碍しょうがいに屈せず、堪忍不抜の志節養成するは軍隊練成の要旨なり。戦闘を以て主眼とする軍人は平戦両時を問わず、この性能を具備せざるべからず。故に屡々しばしばこの実況を蹈ふましむる場合を設け、平時これに慣馴せしめ、且つ自信力を養成するを要す」

            　また騎兵将校の戦術能力の増進は、将軍の夙つとに唱道し、指導し、また奨励し来ったところであるが、これに就いても随時訓示して、その持説を開陳した。

            「戦術問題は、必ずしも一支隊に局限せず、屡々広大なる範囲に於ける想定を設け、各兵種、各部隊の用法を、その職能に適応して詳細に研究し、大軍の共同動作を会得せしめ、併せて知識と限界を遠大に進むる教育法を執るを要す。特に騎兵に在りては、広大なる作戦地域内に於ける捜索、その他の勤務を研究せしめざるべからず」

            　将軍はまた駸々しんしんたる科学の発達に由る将来を洞察し、種々の場合に於いて、口演に或いは訓示に、騎兵教育の複雑化を力説高調したが、今日に至ってこれを顧みるとき、如何に将軍の見識が卓越高邁こうまいなものであったか、洵まことに讃嘆を禁じ得ざるものがある。

            　戦後の論功行賞に於いて、将軍は功二級金鵄勲章を賜った。将軍の抜群の勲功を以てしては、この恩賞は蓋し当然のことといえるであろう。

            　この頃ある一夕、騎兵関係の宴会が、九段坂上の富士見軒で催された。その時将軍はふと隣席にいた軍馬補充部本部高級部員増田大佐（熊六）に話しかけた。

            「補充部の牧場には、大分不正事件が出るようぢゃが、困ったものぢゃね」

            　当時騎兵監部と軍馬補充部との間には、何かの意見対立から、部員相互の間にやや確執的な気持ちのあった時分であるから、そういう風に話しかけられた増田大佐の頭には、何か知らずピンと来たものがあった。

            「秋山さんは、他所の畑に鍬を打ち込もうとするのか」

            　これは瞬間的に増田大佐の頭に閃いた感情だった。

            「御尤もっとももで洵に恐れ入りました。しかし御管下のあの箱庭のような狭い連隊で、しかも軍紀を以てのぞみながらも、営内の到る所で、将校の知らない間に、時々私刑が行われていると聞いています。何を申せ、牧場は広袤こうぼう十里、目が届きかねて困っています」

            　大佐はかく言い放って、冷然と将軍を見返した。将軍に対する言としては随分思い切ったものであった。然るにこの人もなげなる増田大佐の言葉に対して、将軍は如何に激怒するかと思いきや、呵々かか大笑して、

            「増田！　見事にやられたよ。人のアラはよく見えるが、自分のことは見えんもんぢゃ、参った！　参った！」

            　この言葉には、何ら揶揄的な気配もなく、わざとらしい作為もなく、真に将軍らしい無邪気さがあった。

            　

            　将軍の部下に対する態度は、多くは教訓的であって、統率道に徹したものであった。ある時、安東中佐（直康）が、反抗的行為のあった部下の某将校の処置に就いて、将軍に訴え出たことがある。その時将軍は、安東中佐とその将校とを面前に置いて、

            「如何なる人にでも事えることの出来る者でなければ、如何なる人をも使うことはできぬものぢゃ」

            　将軍の言葉はただそれだけであった。これ如何に難しい性格の人にでも、誠意を以て服従する心懸けのある者でなければ、自分が統御の地位に立った場合、今度は難しい性格の人を服従させることは出来ない、という将軍の統率道を、寸言の裏に言い現したものであった。

            　明治四十三年、東北地方に於ける騎兵演習の際、将軍は夜間宿営地に於ける警戒勤務の状況を視察した。その時、某の騎砲兵隊長は露営に於いて酒を酌んで鬱をはらい、将軍が巡視するや、その袖にすがって不平を訴えたのである。それは当日の午前、後藤野原に於ける騎兵戦に、某少将の旅団に属していたこの騎砲兵の戦闘参加が遅延したというので、将軍から大いに叱責を受けたのである。しかしその原因は旅団長の区処に違算があったためで、騎砲兵隊長としては、万全を尽くし叱責を受ける理由は毫ごうもないというので、その騎砲兵隊長は非常に憤慨し、今将軍に泣いてその事情を訴えたわけである。将軍は熱涙に咽ぶ隊長の肩を叩きつつ、

            「よく解った、明日はしっかりやれ！」

            　将軍はそのままそこを立ち去ったのであった。

            　

            　当時、陸軍騎兵学校には、甲、乙両学生共に、十二月入校、翌年十一月帰隊せしめる制度であった。従って年中無休暇で、夏期休暇さえもなく、他の学校にその類例を見ないことであった。そこで当時の学校当局は、この事を騎兵監たる将軍に訴えて、休暇を得ることを請うた。将軍は、

            「馬には夏期休暇はない。馬に乗る学校には休暇のないのは当然ぢゃ」

            と言って休暇を許可しなかったが、将軍自らもまた、病気の時の外、一切休暇をしたことはなかった。現に騎兵第一旅団長時代にも、ある機会に於いて、旅団の将校に次の如く述べたことがある。

            「自分は任官以来今日まで、一回も休暇を実施したことはない。家事故障の如きは、休暇を願わなくとも、何とか都合して遣り遂げられるものである」

            　

            　将軍が騎兵第十三連隊の教育検閲を行った際、下士の馬術を実施せしめた。その時、平素演習を余り行わない中隊及び連隊本部付下士を一班に集めて、特に検閲を行ったが、その乗馬は日露戦争当時購買した豪州産馬なるに加えて、新しき軍鞍であったため、演習になれざる下士は、騎坐変をして散々に苦しんだ。それに将軍はさらに鐙あぶみを脱せしめたから、乗馬者はともすれば落馬せんとした。将軍は「ああ、こぼれる、こぼれる」と二三回繰り返しているうちに、一下士は見事に落馬した。

            「おー、怪我はないか」

            　将軍はその側に行って懇ろに問うた。将軍は常に温かき情をもちつつ、厳おごそかなる訓練を要求したのであった。

            　

            　明治四十一年秋の第七回特別大演習は、奈良平地に於いて行われたが、明治天皇御統監、参謀総長奥大将（保鞏）を幕僚長として、南軍司令官乃木大将（希典）と北軍司令官伏見大将宮貞愛親王殿下とが相対抗した。その時南軍に属したものは第四師団、第十一師団の二個師団、北軍に属したものは第十師団、第十六師団の二個師団で、騎兵監であった秋山将軍は南軍参謀長として、大演習に従ったのであった。

            　乃木司令官と秋山参謀長とはまたとなき好個の組み合わせであった。日露戦争中明治三十八年一月、乃木第三軍の北上以来、秋山支隊は同軍司令官の隷下に入り、黒溝台にまた奉天に、悪戦苦闘を共にし、乃木大将と将軍とは、戦争に依って結ばれた間柄であったのみでなく、その古武士的風格に於いても、相共通したる点が多かったため、特に肝胆相照らす間柄であった。それが今大演習の一方軍の首脳部を形づくることとなったのである。

            　

            　翌四十二年五月には、第一、第二、第十三師団特命検閲使長谷川大将（好道）の高級随員として、右師団を巡視した。

            　同年八月一日、現職のまま陸軍中将に陞進した。

            　翌四十三年三月には、満州及び韓国へ差遣された。戦後の諸経営並びに同地にある騎兵部隊を巡視するためであった。

            　四十五年七月、明治天皇の崩御、九月に御大喪の儀行はせられたが、将軍は仏国派遣大使の接伴委員を仰せ付けられた。

            　この時将軍が大いに困ったことがある。あたかも御大葬儀を二三日前に控えた日、突然大使夫人が、ダイヤ製の髪飾を紛失したと言い出した。これはパリにて数万円を投じて購買したものであって、日本では得難いものであった。夫人は涙を以て将軍に訴え出たので、将軍は百方手段を尽くして索もとめたが、どうしても見えない。そこで将軍は夫人に対し、「所持品中に紛れているかも知れないから、もう一度捜索して頂きたい」と注意し、夫人も然からばとて捜索したところ、果たして所持品中にしまい忘れていたことを発見した。恐らく将軍は、「女子とか小人とは養い難しとは古今東西一轍いってつである」と思ったことであろう。

            

        
        
            　　第二　平和会議

            　

            　　明治四十年（一九○七年）六月十五日より、和蘭オランダ海牙ハーグに於いて第二回万国平和会議が開かれることになった。本会議は明治三十二年（一八九九年）の第一回万国平和会議に引き続くべきものであって、三十七年（一九○四年）九月に早くもその時期に達していたが、偶々日露戦争のため開催を見るに至らなかったのである。

            　されば日露戦争の終わるや、三十八年（一九○五年）十一月、第一回平和会議の主唱者たりし露国より第二回平和会議の案内を、汎ひろく全世界の独立国に発し、その賛同を得た後、会議の内容に就いて協議を重ね、ついに四十年六月十五日より再び海牙ハーグにて開催することとなったのである。参加国四十五国、派遣員合計二百五十八名に達し、列国知名の外交官を網羅して、真に稀に見る盛観であった。

            　日本よりは全権に都築馨六氏及び佐藤愛麿氏、陸軍専門委員に秋山将軍、海軍専門委員に海軍少将島村速雄氏がそれぞれ選任された。

            　全権一行は四月二十七日に東京出発、西比利亜シベリア鉄道により露都ペテルスブルグ、独都伯林ベルリンを経て和蘭オランダ海牙ハーグに到着した。

            　会議は六月十五日、名誉議長和蘭外務大臣の演説を以て開会され、爾後十月十八日に至る五ヶ月間、露国全権ネリドフ氏を議長として、数次の会合を重ねて、十三の条約を締結し、一の宣言を発し、また二種の決議を決定し、四種の希望を声明したが、要するに戦争の機会をなるべく減少せしむること、及び戦争の場合にはなるべくその惨害を減少せしむることの二項を基調とするものであった。

            　けれども当時の国際情勢を見れば、欧州に於いては三国同盟対三国協商の対立状態が実現せる初期であって、平和会議などは、実は余りに空々しいものであった。その会議の挙げ得たる業績は、数こそ多けれ、実質は頗る貧弱なものであって、初期の目的乃至最初の企画とは、凡そ縁遠いものであった。さればその会議の実情も、各国に真に平和を愛好する熱情の認むべきものなく、精神的にだれきったものであった。

            　将軍は斯様かような雰囲気を見て、会議早々にして会議の前途を逆睹ぎゃくとし、一切の希望を抱かなかった。将軍は平和国の鎧を包む法衣の如き平和会議を見たのである。総会の席上、列国委員が各々儀礼と礼装とにカモフラージュして、美辞麗句の外交辞令を弄している時、将軍は終始居眠をしていた。

            　もっとも議場内で居眠りをしていたのは、独り将軍ばかりではなく、列国代表、委員の中にも、相当にあった。しかしそれらの者の眠方には、技巧が加えられ、修飾が施され、眠方もスマートであり、上品であった。即ち多くの者は両肘をついて両手で頭を支え、書類を顔の下に広げ、それを読みかつ考えてでもいるかの風を装っていた。然るに将軍の眠方は徹底したもので、右手で頬杖をつき、空嘯いて堂々と居眠りしていたのである。しかも時には鼾声が議場の静寂を破ることもあった。

            　かかる間に会議も大分進んで、公海に於ける機雷沈設許可否の議論が、闌たけなわになった一日である。ブラジル全権がこれを否なりとして、三時間あまりにわたる大演説をなし、満場これを傾聴している時、将軍は例の通り居眠りを始め、そのあたり憚らぬ鼾声はブラジル全権の熱弁にコーラスし出したのである。都築全権はヒヤヒヤして、頻りに視線を隣席の外務相法律顧問デニソン氏を越えて将軍の上に注ぐけれども、素よりそれは将軍の眠りを呼びさます術にはならなかった。やがてさしもの長演説も終わったので、直ちに散会が宣せられ、満堂同時に起ち上がった。するとその物音に夢を破られた将軍は、遅ればせにやおら起ち上がりながら、

            「大議論でしたなア」

            　両肩を張り背のびしながら大欠伸おおあくびしたので、都築全権はやや怒気を含んで、

            「貴方は、眠っていたぢゃありませんか」

            「いや、要領だけは判りましたよ」

            　島村少将始め随員一同は、思わず吹き出してしまった。列国委員環視の中で、堂々と居眠りをつづける将軍の度胸には、一同ひそかに驚嘆し、国威発揚の居眠りだと、心中窃に快哉かいさいを叫んだ者もあった。

            　後で将軍は、

            「都築は元は俺よりも後輩なんだが、今は上官だから叱られても仕方がない」

            　都築氏は将軍より二つ年下の文久元年二月生れ、その任官も将軍よりは遅かったのであるが、文官に出身したがため、この時の官等は将軍を越えて進んでいたのであった。

            　会議当時、ホテル・デ・サンドのホールの茶飲み時間には、各国代表はホールもバルコニーも立錐の余地なきほどに陣取って、賑やかに茶菓をとるのが例であった。もちろん夫人も令嬢も一緒であった。ある日、日本委員は中央に近い円卓を囲んで、茶菓をとった。将軍は卓を少し離れた、底の孤形になった安楽椅子に深く寄りかかり、気持ちよさそうに椅子を前後に揺すっていたが、勢い余って後ろにひっくり返った。そのとたん足が卓に引っかかったので、卓は跳ね上がり、卓上の茶器や菓子皿が、一大音響と共に華やかな儀礼場の真ん中に散乱した。満堂は、この物音に期せずして総立ちになった。隣席の円卓を占領していた英国委員オットレー氏が飛んできて「Explosion of mine（機雷の爆発）」と高らかに叫び、起きあがらんとする将軍を見つめた。

            　その時将軍は、悠々と起きあがりざま、気合いを逸せず、

            「ノー・ラッタック・ド・キャバルリー（騎兵の襲撃だ）」

            　微笑を含んで応酬したので、歓声どっと起こって、きまりの悪かるべき失敗がたちまち勝利と化して、却って日本委員の肩身をひろからしめた。

            　海牙ハーグ滞在中、ホテル・デ・サンドに於ける将軍の室は、島村少将の隣室であったが、物事に無頓着な将軍は、自分の室に付属したバスルームがあるか、どうかなどは、更に気がつかなかった。投宿後余程時日のたったある日、入浴直後の島村少将が将軍の室に来た。将軍は島村少将に、

            「君はどこで風呂に入ってきたんぢゃ」

            「自室の風呂ぢゃよ」

            「そうか、俺の室には風呂がないのぢゃ」

            「いやそんな筈はない」

            「いや、確かにない」

            　暫く押し問答を繰り返した末、結局二人揃って将軍の室を調べたら、やはり将軍の室の壁一重の隣には、立派なバスルームが付いていたのである。

            　二人は大笑いの後で、島村少将は、

            「では、君はまだ風呂に入ったことがないのか」

            「うむ、俺はまだ入らんよ」

            「そらぁ汚いなぁ」

            「なあに、風呂へ入らんでも、死にやせんよ。俺は満州出征中は風呂なぞには滅多に入ることはなかったのぢゃ」

            　さて会議は十月十八日を以て閉会を告げた。この日議長ネリドフ氏の閉会の辞、英国全権フライ氏、日本全権都築氏の演説があった。何れも平和を賛美し、今回の平和会議の成功を称えたけれども、その実質とは余りに懸け離れたものであった。

            　会議閉会後、都築全権は一行を伴って英、独、露、墺、伊等の各国を巡遊した。その英国巡遊中のことである。「日本の秋山将軍」は、日露戦争に於ける勇猛騎兵将軍として、全世界にその名を轟かしていた時であったから、英国各所の騎兵隊では、将軍を招いては盛んな歓迎会を催した。当時柴少将（五郎）は我が大使館付き武官として渡英していたから、いつも将軍と同行した。

            　何処の宴会場でも、歓迎の辞として口を極めて将軍の戦功を称えた。然るに将軍は、元来英語は解しないので、その英国将校の言葉を、柴少将に通訳を頼むのかと思えば、そうではなく、また答辞を通訳に頼むかと思えば、これも然らず、その度に将軍はすくっと立ち上がって、歓迎の辞が何であろうとも、それにはお構いなく、将軍は将軍で、得意のフランス語を以て、堂々と答辞をやってのけた。すると今度は、英国将校の中には仏語を解する者が余りなかったので、結局は到る所の宴会場で、双方共に不可解な禅問答で終わったのであった。

            　やはり英国巡遊中の一日、ロンドンでは在留邦人が、テームス河に船を浮かべて、一行を歓迎してくれた。英国の風習として、小さいボートに夫婦差し向かいで、一人はオールを握り、一人は舵を操って、河を上下する者が多かった。これを見た将軍は、

            「朝から晩まで、終日女房の顔を見守っていなければならぬとは、随分御苦労様な奴等ぢゃ」

            　将軍の口からこの諧謔が出たので、一同吹き出してしまった。

            　平和会議に出張中、将軍が夫人に対して寄せた書信の中、左の一書は将軍の面目を実に躍如たらしめている。

            　

            　不相変無異相暮シ居候会議事項ハ略了候得共全部ノ調印ヲ了ル迄ニハ十月中旬ト可相成帰朝ハ本年末ナラン

            　毎日々々燕尾服ニテ食事ヤ友会ニ忙殺サレ世界的御馳走ノ包囲攻撃ヲ受ケ貧乏書生ヨリ遽カニ紳士ト化ケタルニ余ニハ閉口千萬ニ候金ハ毎月千円余モ支給サレ居レドモ中々足ラズ候ニ付御土産等ハ一切止メニセリ

            　陸軍ニ関スル用務ハ全ク結了ニ付本月末ニハ巴里ヘ一寸ト遊ビニ行ク積リナリ

            　××モ無事ナレドモ非常ニ貧乏イタシ居レリ久ト信ハ松山ヘ行キシ由男子ハ可成貧乏生活ニ慣シムルコト緊要ナリ用事ナケレド一寸ト一筆

            　　　　九月十一日　　　　好古

            　　民子殿

            　　親類ソノ他ヘ宜敷

            　

            　斯くして将軍は、十二月五日伊国ネープルスより軍艦に便乗し、翌四十一年一月十二日無事帰朝、同月二十四日を以て、都築全権は復命し、随員一同は御陪食の光栄に浴したのである。

            

        
        
            　　第三　師団長

            　

            　大正二年一月十五日、将軍は騎兵監在職実に七年の長きを終えて、高田第十三師団長に補せられた。騎兵監の設置以来、将軍以上に永くこの職に在った者はないのである。この七年の長年月に於いて、将軍は宿望たる「日本騎兵の建設」を果たし、「騎兵の秋山」は、我が陸軍史の上に赫々かくかくと輝き、その名は国軍のあらん限り、不朽のものとなったのであった。

            　将軍が長岡中将（外史）の後を襲うて、第十三師団長に転補され、一月二十八日衛戍地高田に赴任したが、それに先立ち同師団は満州派遣の大命に接していたのである。されば将軍は、旅装を解くこともなく、翌日より早速諸団隊の巡視をなし、二月十三日その終了するや、十七日には団隊長会議を開き、渡満部隊及び留守部隊に対して、それぞれ訓示をなした。殊に渡満部隊に対しては、将来の作戦を顧慮し、内地に於いて行う能はざる諸研究を実施すべきことを要望した。

            　この巡視の時、折からの大雪のため、将軍の乗れる列車は、鉢崎駅で立ち往生をなし、運転を中止するに至った。町に適当な旅館がなかったため、将軍一行は列車内でその夜を徹し、持ち合わせの菓子類で餓えを凌いだ。然るに翌日に至るもなお開通の見込みが立たない。そこで駅より配った握り飯あるいは車内の炊爨すいさんで、その日を過ごしたのであった。こうしている中に将軍立ち往生のことが伝わると、近在の在郷軍人は何れも酒徳利持参で、将軍を見舞に来たが、飯を持参した者は一人もなかったので、幕僚等相顧みて苦笑するばかりであったという。

            　やがて渡満の正式命令あり、団下諸部隊は三月二十二日より逐次渡満したが、将軍は四月一日よりの師団長会議のため、上京して会議に列し、五日新橋出発、七日に師団司令部と共に宇品を出帆し、十日に大連上陸、やがて駐屯地遼陽に到着した。

            　これより先、師団がその衛戍地高田を出発せんとするに方り、参謀長倉田大佐（新七）は病気のため引き籠もっていたが、まもなく市内の病院に入院することとなった。時に将軍は、

            「どうかして、参謀長を満州に連れて行きたい」

            と、種々心配し斡旋したが、参謀長の病気は、益悪化するばかりで、将軍のこの希望は遂に満たされることができなかった。

            「気の毒だが致し方ない」

            病参謀長を、ムリにも満州へ連れていこうとしたのは何故であったろうか。将軍には、この参謀長の病状は判っていた。そして全快は到底覚束なく、死はただ時日の問題であることも、ほぼ想像がついていたのである。

            「軍人であるからには、せめて公務のため満州で死なせたい」

            軍人ならでは味わい得ぬ武士的愛情の発露であった。果たして倉田参謀長はその後幾ばくもなく死去したのであった。

            　満州駐剳中の将軍は、率先躬みを以て活模範を示し、平素の持論そのままを実行していたが、この間もまた幾多の将軍らしい逸話を残している。

            　ある時部下旅団長の統裁せる諸兵連合演習を視察したことがある。この演習中、斥候に出た青年将校が、遠く部落に下馬休憩している将軍一行を見誤って、敵の歩兵一中隊某村落に進入していると報告してしまった。ために所属部隊指揮官は、指揮上に大なる蹉跌さてつを来たし、演習は甚だ不結果に終わった。演習終了後統監某少将は、この誤報を申告した斥候将校を処罰すべく、連隊長に要求した。然るに将軍は、その講評後統監に対して言った。

            　「統監は誤報を出した将校を処罰せよと言うが、由来騎兵の将校斥候と雖も、平戦両時を通じて誤報を齎もたらすことは尠すくなくない。処分することは再考を要するし、またそれは隊長にまかしたがよい」

            　処罰されんとした青年将校は、将軍のこの寛大なる一言に感激して、流沸く暫し止め得なかったという。

            　大正三年一月八日の陸軍始の観兵式は、遼陽で施行された。遼陽駐剳中の歩兵第五十八連隊、工兵第十三大隊等の諸隊が、師団長たる将軍に対し、閲兵式及び分列式を行うこととなった。陸軍の服装として、儀式の軍装にあっては、将校は白革の手套を用いることになっており、また師団命令も左様に下達された。

            　満州の酷寒期に於いて、この白革手套は疼痛を感ずることはまだしも、凍傷にかかる虞おそれがあるので、各部隊長は将軍に対して、これを防寒手套に改められ度き希望を申し出た。しかし将軍は厳として言い渡した。

            「師団長が一旦命令したことは、これを改めることは出来ない。各隊は命令に服従せよ」

            　満州駐剳師団の将校には、すべて家族携行が許されず、各将校は、各々官舎に従僕の如き者を使用して生活していた。営内居住の者でない限り、官舎に帰れば誰しも直ちに私服に着替えたものである。然るに将軍だけは、朝起きるより夜寝る時まで、常に軍服を着用していた。酷暑の時季など、入浴や夕食後の軍服はなかなかの苦痛であったが、将軍は依然として軍服主義を改めなかった。

            　ある夏の夕、将軍は参謀長首藤大佐（多喜馬）と、露台で夕涼みの雑談に耽っていた。時に首藤参謀長は、

            「せめて夜間だけでも、軍服をおぬぎになりましては・・・。」

            「いや、満州に来ると、兎に角若い者が気を弛めて、失敗じる者が多いから、せめて俺だけでも、謹直にしとらんとな」

            首藤参謀長は自分の和服姿を顧みて、冷や汗三斗の思いをしたという。

            　同じ首藤参謀長は、当時の将軍の生活振りに就いて、次の如く語っている。

            「宿舎に起居していられる時は、入浴及び洗面は常にされたが、、演習に出られると、従卒が朝夕洗面の水を持って行っても、手拭いをその中にひたして、これを絞って顔を一、二遍ぐるぐるとなでられるだけで、決して洗面されなかった。で、私は、能く将軍に洗面をおすすめしたが、何時も将軍は、満州では水が大切だ、人間は洗面しなくても、死ぬことはないが、馬は水がないと殪たおれてしまう。一碗の水でも大切にすることを、平素から心がけねばならぬ。この意味で俺は顔を洗わぬ、と言われたが、将軍の簡易生活の真締、実に真から頭の下がるを覚えた。」

            　

            　大正三年の四月に恒例に依って、東京で師団長会議が開かれたが、将軍は満州から上京して会議に列した。その状況の途、留守部隊巡視のために、三月十九日高田に到着、その翌日から在高田の諸部隊を巡視し、さらに将校を偕行社に集めて、満州に関する講話をした。師団長自ら将校に講話するなどは異例なるために、一同大いに敬服した。それに引き続き、団下各地の諸部隊を巡視して、三十日に上京したのであった。

            　会議終わって駐屯地に帰還することとなり、東京駅から乗車したが、これも衛戍地熊本に帰還する第六師団長明石中将（元二郎）と偶然同車した。この両将軍は、その風格に於いて相似たるもの多く、意気相投合していたので、酒杯の応酬と共に談論風発更に尽きず、夜に入りて僅かに仮眠したと思ったが、覚めると更に談論を続け、遂に下関に至ってここで両雄相別れた。この際両雄の性格の差を物語る小話がある。

            　将軍は煙草「朝日」を愛用し、ほとんど絶え間なく喫していたが、その喫い方たるや徹底的なもので、指をこがす程度まで喫った。これに反して明石中将は「敷島」を喫い、その半分ぐらい喫うとそれを捨てていた。ここに両雄の性格の差が何となく浮き出ているように思えた。

            　将軍の物欲に対する恬淡てんたんさは、この時代にも随所に発揮された。将軍がある時某所に出張したとき、某の高級将校が、将軍に対して好意的に次のような話をした。

            「かつて肅親王所有であった八畳敷き位の虎の皮が、内密に売物に出ており、価格も極めて廉価であるから、記念のためにこの際購求されては・・・」

            「僕は貧乏ぢゃ。軍人にはそんなものはいらんよ」

            将軍は言下に拒絶してしまった。

            　将軍はこの駐剳中、毎朝一時間は必ず乗馬運動をしたが、それは晴雨を論ぜず、寒暑を問わずで、時には酷寒零下二十度ぐらいの日でも、決してこれを廃することはなかった。

            この駐剳中、公務にて地方に出張した場合、偕行社の如き軍人の宿泊所あれば、先ずここに、然らざれば日本人の経営旅館に宿泊した。その大小、清潔不潔の如きは、毫も問うところではなかった。そして部下の宿舎とか、守備隊とかへは、決して宿泊することはなかった。そして将軍はこう言っていた。

            「軍隊に宿泊せば、濫みだりに兵卒を使役し、隊長に心配をかけるばかりぢゃ」

            　この頃将軍は、馬丁か職工かに見誤られたことがある。大連の満鉄本社の高級社員が、ある日食堂でしきりに語り合った。

            「昨夜歌舞伎座の二階正面桟敷に陣取っていた××理事と一緒に観劇していた男を見たかね」

            「うむ、僕は××理事が、馬丁みたいな男と親しそうに話していたので、驚いたわけだが、それが誰だか、、未だに分からないんだ」

            「僕も××理事が、老職工に知己があるとも思えず、不思議に思っていたのだ」

            　然るにこの老馬丁老職工こそ、何ぞ図らん遼陽駐剳中の第十三師団長たる将軍ならんとは。この日将軍が事務打ち合わせのため大連に来た機会を捉えて、××理事が一夕観劇に招待したのであった。背広服に鳥打帽姿の将軍が左様に見えたのである。

            　大正四年二月十五日、第十三師団の内地帰還の直前、将軍は近衛師団長に転補された。全師団長山根中将（武亮）が定年満限にて後備役に編入された後を承けたのであった。そこで将軍は遼陽を去って三月九日門司着、下関より一路東上し、禁闕きんけつ守衛の重任に膺ったのである。

            　その七月頃であった。将軍は副官後藤騎兵大尉（秀四郎）と参謀一名をつれて、秋季演習地の地理実査のため八王子付近に出張した。然るに将軍はその初日から下痢を催していたので、参謀と副官とは、後日出直すべきことを切に進言したが、将軍の気性としてどうしても帰ろうとは言わない。已むなく二人の幕僚は、医師も居ない僻地を数日間に亘って、将軍を介抱しながら、それでもどうやら予定の地理実査を終えて、最後の日に多摩川二子河原に出た。その時には、幸いに将軍の下痢はほぼ回復していたので、将軍は、

            「大分心配かけたから、今日はお前達に鮎を御馳走しよう」

            　将軍自身で料亭に命じて、屋形船を清流に流し、、獲れた鮎を酒肴として、二人の幕僚に感謝の意を表した。やがて将軍は、微醺びくん至るに従って、頗る上機嫌となり、舷側に足を出し膝から下を水にひたし、無邪気に河の水をかきまわしながら、頻りになにやら低唱しはじめた。後藤副官は将軍が低唱しているものは、詩吟か謡曲か、そんなものであろうと思いながらふと耳をすますと、豈あに図らんやそれは正しく、

            「今頃は半七さん」

            の浄瑠璃の一節ならんとは。多摩の清流に掉し、芳醇と鮎の珍味ですら最早十分の御馳走であったのに、更にまたここに猛将軍の口から、「今頃は半七さん」の一齣を聞こうとは、二人の幕僚の夢相だにしないところであった。

            　また将軍はある時、二名の幕僚をつれて、群馬県藤岡町に出張したことがある。宿屋の夕食時に、幕僚の二人は将軍の隣室で食膳に向かったが、隅々鰹の刺身が変味していて、舌を刺すように思えたので、副官は取り敢えず将軍の室に行って、刺身に異常のあることを告げて、その不注意を陳謝した。そしてふと将軍の膳を見ると、刺身皿には既に一切も残されていず、綺麗に平らげてあった。将軍は微笑しながら、

            「田舎に来て贅沢言うな。土地の人間は味の変わった刺身を当たり前と思っているのぢゃ。勢の好い刺身なぞは、この辺の土地の者は食べたことはないのぢゃ。その辺によく気をつけるものぢゃ」

            　この頑健な将軍も、矢張り病気には克てず、一度入院したことがある。師団砲兵隊の検閲が世田谷練兵場で行われ、将軍は乗馬でこれに赴いたが、健康を害してでもいたためか、軽い脳溢血で、フラフラと危うく倒れんとした。これがため健康回復まで約一ヶ月間、赤十字病院に入院したことがある。

            　将軍の近衛師団長時代はなお軍備整理前で、近衛、第三、第四師団等には、軍楽隊が付属されていた。されば恒例の年一回実施されている師団長の各隊随時検閲には、やはりこの軍楽隊をも検閲し、奏楽の一課をも検閲するを例としていた。然るにこの奏楽の検閲ということは、専門といっても極めて特殊なものであって、素人の軍人には判る筈がなく、検閲と言ってもほんの形式に過ぎなかった。従って師団長にして奏楽に就いての講評をしたことの前例は殆どなく、幕僚にしても、誰一人楽を聞きわける耳を持っていなかった。故にこの時の検閲にも、講評材料を師団長に提出した中には、奏楽にふれた項目は一つもなかった。然るにいざ講評となると、将軍は音律、調節等に関して滔々とうとうと講評した。驚いたのは幕僚及び楽長であって、さすが仏国仕込みの将軍だけに、こうした方面の知識をも、何時しか修得していたというので、尠すくからず敬服したのであった。

        
        
            　　第四　大将秋山

            　

            　禁闕の守衛という近衛師団長の重職に在ること正に一ヶ年半、将軍は大正五年八月十八日に、本職を免じ井口中将（省吾）の後任として、朝鮮駐剳軍司令官に補せられたのである。

            　その十一月十六日、遂に軍人の最高官陸軍大将に任ぜられた。騎兵科出身の陸軍大将は、閑院宮戴仁親王殿下を除けば、将軍を以て嚆矢こうしとするのである。言葉を換えて言えば、騎兵科は将軍に於いて初めて大将を出したわけであって、これ将軍の過去の功績とその器量とに因るは勿論であるが、また一面から見れば、騎兵科重要性の認識がそれだけ向上したものというべきであろう。

            　将軍の大将栄進を祝し、長谷川朝鮮総督（好道）は特に一夕の祝宴を張ったが、その席上総督は、日露戦争当時の騎兵の高級指揮官たりし将軍の赫々たる戦功を激賞し、今日大将の栄位に進んだことは極めて当然のことであると述べ、将軍のために乾盃したが、総督の挨拶は洵に至当であって、何ら誇張でも、追従でもなかった。

            　将軍の着任後、恒例の披露宴を催うし、一夕外国領事その他外交関係の人々を招待した。その席上、将軍は簡潔のフランス語で挨拶を述べたので、将軍のフランス語の素養を知らない者は、アッと驚いた。最初幕僚達は、従来の慣例の如く、幕僚の予め作成せる原稿に依って将軍が挨拶し、それを副官古城大尉（胤秀）が通訳するものとのみ思っていたところ、将軍自身がその原稿を仏訳して話したのであった。将軍の仏国留学、あるいは平和会議参列を知る者にとっては何等驚くに当たらないのであるけれども、蛮骨稜々、容貌魁偉な将軍の一面のみを知る者には、このフランス語の挨拶が洵に意外であったのである。

            　将軍の朝鮮駐剳軍司令官在任中、また数々の逸話を残したが、それは何れも豊かな教訓の含まれているものであった。

            　当時朝鮮には第十九師団が完成していて北部朝鮮を鎮守していたが、南部には臨時派遣の歩兵一旅段が各地に分屯して守備に任じ、軍司令官の直轄となっていた。故にその部隊は軍司令官が直接検閲を行ったのである。それである時、将軍が南朝鮮地方守備の分遣歩兵中隊の臨時検閲を行ったが、その時某中隊長は熱心なる精神家で、状況報告の中に次のようなことを述べた。

            「当守備隊は、毎日起床時限三十分前に中隊長以下一同中庭の小山に集まり、東天を拝して先ず、天皇陛下の万歳を祈り奉り、次に故郷にある父母の無事を祈ることに定めて居ります」

            　これは内地を離れて、診療度を守る軍隊として、一応殊勝な心掛けと思われた。ところが巡閲終了後、将軍は座談的に中隊長に対して、次のように諄々と諭した。

            「軍隊では、軍隊内務書の細密な規定だけでも、満足に実行することは困難だ。中隊長の精神教育に関する心懸けはよいが、中隊長だけの考えは、次の中隊長の代となって行われないとも限らない。軍隊内務書だけで沢山ぢゃよ。余り色々なことを兵に要求せぬがよい」　

            　また同じ南鮮地方派遣の某連隊の一歩兵曹長が、ある時経理上法規違反をやって問題を起こした。軍の経理部長はそれほどのことは、さほど重く罰する要なしと言えば、法官部長は司法処分を適用せよと言い、問題の処決に意見対立して、甚だしい紛糾を生じた。そこで連隊長は、その執るべき処置に就いて、軍司令部に伺い出た。然るに将軍は、別に両部長を呼んで、その事情を確かめるでもなく、即座に極めて簡単に

            「隊長に委せておけ」

            ただの一言であった。これでさしもの難問題も容易に片付いてしまった。後で将軍はこの事に就いて語った。

            「余り平時から、上の方で兎や角指図すると、肝心の戦場に出ても、隊長は自分のなすべきことを、一々上の方に伺い出て、独断の気勢を鈍らすことになる」

            　将軍の就任当時、軍司令官の地方旅行と言えば、特別に一客車を連結し、また初度巡視の際などは、鉄道沿線の主要停車場には、小学校児童が整列して送迎する慣例になっていた。

            　然るに将軍は、こうした仰々しい大名儀礼が大嫌いで、結局汽車には普通客車を以て当て、小学校児童の整列送迎は、学業を欠いてまでその必要なしとして、これも断ってしまった。

            　当時の将軍の簡易主義はその起居にも見られる。龍山の軍司令官官邸は、初代の長谷川軍司令官（好道）当時、特に軍部の偉容を示す必要から、経費を惜しまずに建築したもので、実に堂々たる洋風建物である（後に日本座敷の建て増しをしたが）。邸内の設備等もこれに伴い、今日内地の師団長官舎などとは、到底比較にもならない宏壮なものであった。前任井口司令官時代には、家族同伴の関係もあって、階上、階下の殆ど全室を使用していた。それを将軍は単独赴任にも依るが、宴会等の場合の外、単に階下の一室を自分の起居に充てたのみで、前後類例なき簡易生活で終始したのであった。

            　将軍はこの様に虚飾を嫌い、真実を以て人に接したので、一見近づきにくい威容を備えていたに拘わらず、親しく接した人々は、何れも春風に溶するような気持ちで、婦人子供に至るまで、「秋山さん、秋山さん」とて、親しみの敬慕を払っていた。

            　将軍司令官在職期間は、丁度一年であったが、この間機会ある毎に、口癖の如くに満蒙発展の緊要を高調した。それは言うまでもなく、満蒙に対する領土的侵略を意味するのではなく、日本の自衛の上から、朝鮮の領有及び治安の維持は絶対に必要であるが、その朝鮮の領有及び治安の上から、満蒙を我が勢力圏内に保持することを、緊要無二の条件なりとしたのである。

            　大正六年八月六日、将軍は職を松川大将（敏胤）に譲って軍事参議官に転補された。

            　その秋の第十六回特別大演習は、江州彦根付近で行われたが、将軍は北軍司令官として、南軍司令官大谷大将（喜久蔵）と相対戦した。幕僚長は参謀総長上原大将（勇作）これに任じ、将軍の隷下に属したものは、第三師団（長 大庭二郎）、第九師団（長 橋本勝太郎）の二個師団、大谷大将の隷下に属したものは、第四師団（長 宇都宮太郎）、第十六師団（長 守正王殿下）の二個師団であった。

            　十二月十七日、馬政局及び軍馬補充部臨時検閲官を命ぜられた。この検閲は馬の特命検閲と俗称され、軍事参議官を以て検閲官とし、しかも他省所管の馬政局をまで検閲するが如きことは、未だかつてその例を見ないことであった。これ将軍の如き軍事参議官を俟まって、初めて実行し得たものであり、また将軍の主張多きにあることを想わしめる。その時将軍は、我国馬政の根本方針として、戦時所要馬数を充足することに重きを置き、遂に能く今日の我国馬政の確立を見るに至ったのである。

            　この検閲は植野少将（徳太郎）、南大佐（次郎）、蒲少佐（穆）等を属員として、大正七年一月より三月上旬に至るまで、馬政局及び軍馬補充部関係の各部に亘って、広く実施したものであるが、将軍は馬産と国防との密接なる連繁の必要を認め、当局に対しては、地方産馬の状態に関する調査を周到にし、且つ馬政局及びそれと軍隊との連繁を緊密ならしめることの喫緊時を説き、なおまた馬産に対する国家の要求、及び馬匹の経済的利用法を地方官民に徹底させ、更に民度に適応する馬匹の経済的飼育法をも調査研究して、これを普及することを要求したなど、いかにも当時の実情からして、将軍らしい卓見であった。

            　この検閲に於いて、当時に於ける本邦馬政の実際を見たる将軍が、地方官民に対して口演したる要旨は次の通りである。

            　馬産事業は地方官民の努力に依り、逐年進歩の跡を示しつつあるは、邦家のため同慶とする所なり。抑軍国の事改善を庶機すべきもの一にして足らずと雖も、就中馬産の改良、増殖は急務中の急務に属し、軍備充実の主要条件たるは勿論、これを農、工、商業より見るも、此年益々その要求を高めつつあるは、幾多交通、運輸機関の進歩発達を見るに拘わらず、益々馬匹の需用を増加するに於いて明なりとす。而して本邦産馬の現状は、如上の要求に対して、なお研究考慮の余地を有し、各位の適切なる指導監督に待たざるべからざるものあり。左に所見を開陳して参考に資せんとす。

            　

            一、素質に就いて

            　近時本邦の生産馬は、これを日露戦争前に比すれば、素質の向上著大なるものあるは何人も認むる所なりと雖も、尚改良の過渡期に属し、将来一層の研究努力を要するものあり。

            　生産馬の身幹徒に伸長して体幅これに伴わず、動もすれば細い骨韮弱に陥り、以て実用的素質を欠如する傾向あるは戒めざるべからず。将来飼育管理法の改善、就中個体の鍛錬に勉め、以て堅実剛健なる馬の生産育成に勉むること頗る必要なり。また良種の生産を望むは可なりと雖も、単に少数の駿馬を得るに熱中し、一般の需用に適すべき堅実なる馬の多産に著意せざるが如きは、策の得たるものにあらず。

            　蕃殖牝馬の素質は、種牡馬に比して著しく遜色あり。この如くんば優良の種牡馬ありと雖も、良駒の生産得て望むべからず。種牡馬の整備は、これを当局の画策に信頼するを得べし。当業者は宜しく牝馬の改善に一段の努力を為すを要す。

            　牧草の耕作、天然草の改良は、飼育管理の改善と相俟って馬生産上の要件なり。然るに当業者に於いて財力乏しく、、これが実行を難んずるの風あるは遺憾とする所なり。将来馬力の応用、厩肥の利用等宜しきを得ば、一面馬匹需要の増加に伴う価格の昂騰に伴い、経済上の考慮また従って減少するの秋あるべし。当業者もまた進んで馬匹使用に関する経済事情の研究に著意するを要す。欧米列強の如き、夙にこれが研究に従事し、既に収支相償って余りあるの実情に達せるは、以て範とするに足らん、

            　馬匹買上価格は、日清戦役当時一頭平均七十円内外より漸次高上して、今や百四五十円に達せるを以て見るも、一般経済界の趨勢に応じ、必ずや相当の高上をなすべきは信じ得る所なるべし。

            　育成上個体鍛錬の至要なるは既に述べたるが如し。然るに民間飼育の実情は、漸次舎飼に陥り、以て馬匹天賦の能力を空しく槽櫪そうれきの間に没却せしむるもの鮮からず。宜しく上下協力して放牧地の設定、放牧の励行を策せざるべからず。また飼養の方法及び蹄の保護等に関しては、失宜の点頗る多し。将来特にこれが指導に努力するを要す。

            　

            二、馬数について

            　自給自足は国防上の原則にして、現に欧州各交戦国が食料、船腹、鉄、石炭及び平気等悉くこれが自給策を講じつつあるは、周知の事実なり。就中馬匹の供給に就いては各国共に苦心惨憺たるものあり。蓋し馬は食糧、船舶、兵器等の如く使用の制限、工業動員作業力の増加等一時的努力に依りて、急速にその需用を充たすを得ざるものなればなり。

            　戦時欧州に現存せる馬数は、約四千万頭にして、亜細亜に比して約四倍なり。就中露国はその大半を占め独国四百五十万、墺洪国四百万、英、仏国は各三百万及至三百五十万を算せり。然るに露国を除くの外各国は開戦後直ちに軍馬及び民間用馬匹に大なる不足を生じ、独墺はこれを土耳古、和蘭又は丁抹に、英仏は米国、南阿、濠州等より輸入し、その数米国内のみに於いて、開戦後三ヶ年にして約九十万頭に達し、その経費は実に八億及至十億に達せりと言う。馬政の進歩発達吾人の範とすべき欧州に於いて既に然り。翻って本邦の現状を観るに、明治四十三年以来大正六年迄八ヶ年に間於いて、馬匹の総数は百五十七八万の間に在りて、啻ただに増加を見ざるのみならず、北海道及び鹿児島等を除くの外、各地共に若干の減少を示しつつあり。この如きは邦家の前途に鑑み、真に憂慮措く能はざる所なり。而も本邦全馬数中採りて軍用に供し得る資格あるものは、僅かに四五十万を出ず。然るに将来戦役間所要の馬数は百万に達せんとす。この如くんば本邦馬匹の資源を枯渇するもなお及ばざるものと言わざるを得ず。故に馬数の増加は素質の改善と相俟って、馬政上の要件たり。よろしく世界の大勢と国家の要求に鑑み、これが生産使役を奨励せざるべからず。

            　これを要するに、産馬事業は一朝にしてその功を収むるを得ず。必ずや堅忍持久苟いやしくも一時の利害に眩惑せず、以て良果を永遠に期すること必要なりとす。而して馬政に関しては法規既に備わり、当局また各位と共同連繋れんけいを怠らざるべし。各位また進んで当局と常に密接なる関係を保持し、相協力して斯業の発達を期せんこと本官の切望して止まざる所なり。

            　

            　その後大正八年五月十日、馬政委員会管制の制定せらるに及び、当時軍事参議官であった将軍は、其の委員長を仰せ付けられた。ここでも将軍は、我国馬政の根本は、飽くまで国防上の見地に立ってこれを企画し、戦時所要馬数の充実に遺憾なきことに重点を置くべきを、懇切に指導したのである。当時未だ馬政上に確乎たる準拠のなかったものに対して、画然たる準拠を与えたなどは、馬政上に於ける将軍の一大功績と言い得るのである。

            　右の検閲実施間、種々の事情から、検閲官の行動予定を変更するを利とするような事情が起こった。高級属員植野少将は、この変更につき将軍の許可を求めた。然るに将軍は、

            「それはお前等の意見通りに変更すれば、それだけ便利かも知らないが、併し規定通り実行しても出来ないことはあるまい。多少の不便を忍んでも変更しない方がええ。自分は戦時に予定の変更をやって、後になって取り返しのつかない齟齬を来たしたことがある。爾来一旦きめた予定は決して変更しないことにした。変更して得る処の利益よりも、これがために失う処の損害の方が必ず多いものだ」

            将軍は頑として変更案を斥けた。その同じ検閲中に置いて軍馬補充部萩野支部に行った時、新庄の旅館から支部所在地まで二里余りの道を、酷寒を冒し、大吹雪を衝き、馬橇ばそりに乗って往復し、更に各分厩を巡視したが、この日将軍の宿痾である神経痛が劇しく発作して、余程困難なようであった。併し将軍は一向受診服薬せず、翌日もなお劇痛を忍んで大吹雪の中を、橇或は馬若しくは徒歩で、終日検閲に従事した。

            　この検閲中の二月三日、将軍は白河に於いて東京の山下亀三郎氏からまたとなき悲報に接した。それは令弟海軍中将秋山真之氏の病気危篤の飛電であった。「どうも容体がよくない、余程重体のようだから直ぐに来て貰いたい」との意味のものであった。

            　植野少将は、

            「細部の査閲は、我々で続行もし、要すれば若干予定を変更しても差し支えなかろうと思いますから、至急御帰京になっては・・・・」

            　将軍は即座に拒絶した。

            「自分は東京を出る時、今日あるを予期し、弟には別れて来たのだ。今帰る必要はない」

            そして傍らの南大佐に「行かぬ、宜しく頼む」の返電を、打つことを依頼した。

            　翌四日に至って、真之提督遂に逝去の悲電が飛来したのであった。併し将軍は官命を帯びている以上、縦令たとえ肉親の死なりとも帰宅することは出来ぬと言って、依然検閲を続けたのであった。併し令弟というも、日露海戦に於いて、東郷司令長官の帷幄いあくに参じ、赫々たる籌策ちゅうさくの功を樹てたる一代の傑将である。事必ずしも私事とのみはいうことが出来ない。

            　そこで随員一同は相談して、専属副官から当時の人事局長白川少将（義則）に宛て、電報でその趣を通報したところが、今度は同局長から将軍に宛て、

            「検閲の方は一時高級随員に代理せしめ、速やかに帰京せらるよう、大臣の命によって伝う」

            　そこで将軍は初めて帰京することに決し、二月七日の令弟の葬儀に漸ようやく列することが出来たのである。そして葬儀の後再び検閲地に赴き、二月十三日の長野種馬所からの検閲を引き続き実施したのであった。

            　大正八年二月十二日、朝鮮に出張を命ぜられ、三年振りで旧任地を巡視した。その時の朝鮮軍司令官は宇都宮中将（太郎）であって、朝鮮駐箚軍は既に（大正七年五月三十一日）朝鮮軍と改称されていた。

            　同年秋、須磨を中心として、摂津、播磨地方で行われた第十八回特別大演習には、将軍は再び軍司令官として指揮を執った。統監幕僚長は参謀総長上原大将（勇作）で、将軍は西軍司令官として第十一師団（長 齋藤季次郎）、第十七師団（長 古海巌潮）とを指揮し、東軍司令官柴大将（五郎）の率いる第四師団（長 町田経宇）及び第十師団（長 金久保萬吉）と対戦したのである。

            　大正九年四月十四日、将軍は第一特命検閲使仰せ付けられ、三たび朝鮮に渡って第十九師団及び第二十師団の諸部隊を検閲した。その際北鮮地方警備及び開発に関する意見を、陸軍大臣田中中将（義一）に提出したが、それは非凡の卓見であって、後年に於ける満州事変の箴はりを為したかの如くにさえ思われる。

            　将軍の支那に対する着眼は北清駐屯中に始まり、当時早くもその重要性を認め、当局に具申して佐藤安之助氏をして特にこれが研究に当たらしめたほどである。日露戦争後は更に眼を満蒙に開き、満蒙なくして日本の安全と発展との途なきことを痛感し、これが研究調査には常に多大の力と心とを注いだのである。令弟真之提督また見を同じくしたるため、当時日支貿易に従事し居たる令婿塚原嘉一郎氏を交え、三人鼎座、夜をこめて語り合うことも屡々であった。また満蒙問題研究を目的として伊集院彦吉、花井卓蔵、馬越恭平、早川千吉郎、寺尾亨氏など二十余名の組織したる十一会にも参加して毎月会合には必ず出席し、熱心に意見を上下したものであった。

            　大正九年も押し詰まった十二月二十八日、将軍は教育総監に補せられ、軍事参議官を兼ねしめられた。前総監大谷大将（喜久蔵）の予備役へ編入された後を承けたのである。栄職から顕職へ、一歩々々進み来て、今や陸軍三長官の一に任ぜられたのである。

            　教育総監としての将軍は、恪勤精励、鋭意陸軍教育伸刷新を図った。時恰あたかも世界戦争後の思想動揺期に際会していたので、軍教育に取っての重大時期であった。将軍は静に時代の進運を察し、深く軍隊教育の真髄を慮り、軍隊教育令、軍隊内務書、その他諸典範令の改訂に関し、それぞれの意図を示して研究を積ましめた。

            　将軍はまた身を持すること甚だ謹厳で、例えば総監用として、送迎用自動車の備付があったに拘かかわらず、毎日の出退庁には、絶対これを用うることなく、いつも原宿の邸から、乗馬で教育総監部に通っていた。それは自分が軍人であり、また騎兵であるという立場から、常に馬に親しむの範を示したのである。

            　大正十年、山陰地方の諸隊を視察したが、濱田歩兵第二十一連隊の視察を終えて、大阪の方に出発しようとする前夜、旅館の主人が将軍に、

            「明日は途中、出雲大社を御参拝になっては如何ですか」

            と勧めた。随員も未だ大社を参詣したことのない者が多かったので、内心将軍の行くことを望んでいたが、将軍は、

            「さあ・・・」

            曖昧な返事をしていた。後刻副官がその決定を促したところ、

            「お前等だけ行け、俺は行かない」

            　また北海道の諸隊を視察中、帯広より十勝牧場に行く途中にあるアイヌ部落を視察されんことを幕僚が勧めた時も、将軍は承諾しなかった。即ち将軍は公務の傍ら私用を弁ずることを極度に嫌ったのである。

            　教育総監の在職は二年三ヶ月であって、大正十二年三月十七日に、本職及び兼職を免ぜられて待命となり、尋でその三十一日に予備役に編入され、茲に光栄に満てる軍人生活を終えたのである。思えば明治十二年、陸軍騎兵少尉任官以来、実に四十四年の長年月の間、騎兵将校として出身し、騎兵部隊長として戦場に臨み、騎兵学校長として兵科刷新を図り、騎兵監として理想を実現した。将軍の全軍人生活は、北清事変の暫時の兵站監を除けば、殆ど騎兵の隊将若くは騎兵の教育家として終始一貫し、騎兵科に関係せざる軍方面、軍政方面等には、一度も関与したことがなかった。権勢に憧れず、名利を求めず、只管ひたすら我が騎兵科のために尽くしたる功労は、日露戦争の功績と共に不朽のものでなければならぬ。「日本騎兵の建設者秋山将軍」は、溢美いつびの言にあらず、過褒の辞にあらず、事実そのものなのである。

        
    

    
        第七章　残生奉仕

        
            　　第一　秋山校長

            
                　　　一　校長就任

                　

                　陸軍大将従二位勲一等功二級秋山好古！

                　これが将軍の武人としての最後の英姿であった。赫々たる武勲を青史に遺し、将軍は今四十七年の軍人生活を終えて、その腰の軍刀を解いたのである。功成り、名遂げ、残生を慰安と休養とに委せることが許されるべき時になったのである。

                　しかし将軍は、慰安も休養も欲せず、生涯を挙げて無休主義なのである。大正十二年三月三十一日、六十五歳を以て予備役を仰せ付けられた将軍は、直ちに北海道の牧畜事業に眼をつけた。日本馬匹の改良を目指したのである。恰あたかも好し同郷の親友にして、大阪に帯革製造所を経営し、傍ら北海道十勝帯広に牧場を所有していた新田長次郎氏が、その牧畜事業の始動を将軍に請うたので、将軍はこれを快諾して北海道に行き、その牧場を親しく視察して経営の計画を樹てたのである。

                　然るに図らずも将軍が軍職を退いてから丁度一年目、大正十三年四月に郷里松山市に在る私立北豫中学校の校長に就任することになった。ここに於いて将軍はその自説たる無休主義を、牧場経営の代わりに、学校長として実行することとなったのである。陸軍大将を学校長として中学校は、全く前例のないことであった。

                　

                　北豫中学校は明治二十六年、城哲三郎氏の開いた北豫英学校に始まる。当時は微々たる一私塾に過ぎなかったが、城氏の燃ゆるが如き意志は、三十二年に至り遂にこれを中学校に昇格せしめて、名も北豫中学校と改めた。しかしその財政上には幾多の難関あり、その経営は中々容易でなかったが、、城氏に継いだ校長白川福儀氏逝きて、加藤彰廉氏が代わって校長となった頃から、学校は頓とみに充実整備して内外ともに面目を一新し、信用も大いに増大したのであった。加藤氏は明治十七年に帝国大学を出でて以来、教育事業に専念し、大阪高等商業学校長を最後に教育界を引退したが、自ら求めざるに大阪市より衆議院議員に推されて中央政界に出たこともある人であった。されば再び中学校長として、教育界に戻るということは、氏の素意に反したところであったが、郷党並びに松山立身者の懇望黙し難く、遂に校長たるを受諾するに至ったのである。

                　

                　将軍が北豫中学校と直接関係を結んだのは、白川校長時代の末期及び加藤校長就任問題の頃からであって、白川校長が学校拡張計画を抱いて東京に上るや、将軍は同郷の加藤恒忠、勝田主計氏等と共に、その画策に与り、また加藤校長招聘に関しては、それらの人々と共に説得役に当たったのであった。これに関し加藤恒忠氏は北豫中学会の理事井上要氏に左の書信を寄せている。

                「・・・就いては北豫校長の件昨日本人よりいよいよ承諾書発送済みの旨申越候。就いては秋山、門田、内藤、恒吉、勝田五氏と相謀り来る二十四日新校長を招き一同より謝意を表し将来の発展策に付いても相互の意見交換の筈に御座候。また報酬の件に関しては彼我の間に於いて一言も話及不致候・・・」（大正五年二月）

                　なおこの加藤校長の承諾には、大阪の新田長次郎氏の熱誠なる懇嘱も、有力なる一因であった。

                　

                　さて北豫中学校は加藤校長の下に、着々育英の成績を挙げつつあったが、大正十二年四月に私立松山高等商業学校が創立され、加藤校長が同校の校長に擬せられるに及んで問題が起こった。松山高等商業学校は新田長次郎氏の提供した資金を基礎とし、井上要、岩崎一高、新田萬次郎、加藤恒忠、加藤彰廉、恒吉忠道氏等の努力の結果成りたるものであって、校長には加藤彰廉が推されることとなった。

                　然るに創立者は、加藤氏が当然北中、高商の両校長を兼ねるものと思っていたところ、加藤氏は高商校長に就任すると共に、北中の校長辞任を申し出た。両校の責任を持つは、老躯の堪えざるところであるという理由である。

                　

                　ここにおいて、かの問題は北中の後任校長に転じたが、理事会の議は時恰あたかも秋山将軍が退職の折柄なるを以て、これに懇請することに一致した。しかし中には陸軍大将に対し、地方官の監督下に立つ田舎の一中学校の校長たらんことを懇請するは非礼である、将軍は断じて受諾せぬであろうと遠慮する者もあった。その中にあって、断固この案を実行すべきを主張した者は、井上要氏であった。かくして井上氏の上京となったのであるが、その著書「北豫中学松山高商楽屋ばなし」の中に次の如く書いてある。

                　

                「けれども私は信ずるところあり、理事会の使命を帯びて東京四谷の大将邸に至り、赤裸々に事情を告白して校長の就任を求めたところ、大将の答えは極めて簡単である。

                「俺は中学の事は何も知らんが、外に人がなければ校長の名前は出してもよい。日本人は少しく地位を得て退職すれば遊んで恩給で食うことを考える。それはいかん。俺でも役に立てば何でも奉公するよ」

                といわれた。沈黙を破れる寡言の雄将の言葉は、極めて要領を得たる教訓ではないか。私は非常に喜んで、

                「どうか当分でも校長の名をお貸し下さい。そうして時々学校へ来て生徒と遊んで下さい」

                と応答僅かに十分、私は見事に金的を射落とし使命を果たして鼻高々と帰松、これを報告したのである。次いで新学年に入るや、大将は親友新田長次郎氏と相携えて、期を違えず中学に登校したのである。

                （将軍が北豫中学校長となった交渉の経路に就いては、新田長次郎氏の談は、聊いささか本分と相異あるも、結果に於いて同じきに依り、井上氏の著書に従う）

                　

                　将軍が比較的容易に中学校長就任を受諾したことは、必ずしも意表外のことではないのであって、嘗て将軍の少将時代、帰郷の節、北豫中学校を参観し、生徒に一場の訓話をなしたる後、当時の校長白川福儀氏に対し、中等教育が国家経営上、最も須要なる所以を説き、さらにこう言ったことがある。

                「自分も軍職を退いた後は、中等学校の世話でもしてみたいものである。その節は何とか周旋をお願いする」

                　右の言葉を後日常に語っていた話に合わせて考えれば、将軍には二つの抱負があったのである。その一つは我が国に於ける教育の中、完備に近きものは小学教育と軍隊教育であり、これに反して最も振るわないのは中学教育であるから、残余奉仕として一つの中学教育に当たり、一模範を示してみようとする抱負である。その二は将軍持論の無休主義の実行である。

                　当時これを聞いたものは、一時の戯事に過ぎずと考えたかも知れぬが、後日になって考えれば、必ずしもそうではなかったのである。井上氏が「信ずる処あり」というのは、あるいはこの時の言葉を想起してのことであったのではあるまいか。

                　

                　将軍は斯くして北豫中学校長就任を承諾したが、それに就いて学校関係者に宛てて左の書信を出している。

                　

                「御書面拝誦

                　厳寒の候、各位益々御清康の段、奉慶賀候。

                　扨さて北豫中学校長後任の件に付、御申越の趣了承。小生は老躯その任に堪えずと存候得共、適当の後任者を得るまで当分の内就任候事は承諾仕候間、可然御取図相願候。何れ二月十五日頃帰松の心組に候間、御承知置相願候

                　貴酬迄早々

                　一月二十九日　　　　　　　　　　　　　　　　　　好古

                　井上要様

                　石原操様

                　長井政光様

                　村上半太郎様」

                　

                　またこの就任に就いての将軍の心境に関しては、嘗て将軍の副官であった中村歩兵中佐（次喜蔵）氏に宛てた左の将軍の書信が、これを明らかにしている。

                　

                「益々御清康奉賀候。

                　陳は履歴書の儀に付、種々御配慮御厚意千萬奉謝候。同書は正に落手就任後之手続も万事決了仕候。

                　余の宿所は別紙名刺の通に候。

                　余の校長たりし北豫中学は久松伯等の援助に依り、小生等同郷知友相計り設立せしものにて、後任者の出来るまで当分の内就任せし次第に有之候。私立の中学故法規上差支無之候事と存候。

                　在郷軍人が徒食に安んずるは不可なりと信じ小生は北海道の牧畜と同郷の育英事業に従事致候。是非の判断は世人に任せ候。御序に総監へも別記の次第御伝言相願候。

                　先は御体旁一書如此御座候。

                　　二月二十六日　

                　次喜蔵殿

            
            
                　　　二　教育識見

                　

                　将軍は武将として卓越せる軍事的識見を有していたことは既に述べた通りであるが、教育家としてもまた高邁なる教育的識見を有していた。それを立証するものは、大正十四年十月、北豫中学会専務理事秋山好古の名に依って出した「北豫中学校の基本金十五万円の募集理由書」である。尤もっともこの募金は折柄の財界不況の事情に依り、今はその時機にあらずとなし、学会自らこれを撤回して実行はしなかった。

                　この募集理由書は将軍自ら筆を執って起草したものであって、実に将軍の教育に対する大見識と、私学に対する徹底的の大抱負を明らかにしたものである。これ通常教育課のよく言い得ざるところ、また一介武弁のよく考えざるところ、将軍の偉大なる事を雄弁に物語るもので、その全文は左の如くである。

                　

                　「現時、我国に於ける教育界の状況は、欧米諸国と聊いささか趣を異にするものあり。元来文明国の国民は自己生活の安定を最も重視するを以て、中等以上の教育を受くるものは、その生計富裕にして、生活等に困難せざるもの多きを占む。故に我の如く学校卒業を以て、唯一の求職条件として、中学、高等学校、大学等に志望するもの比較的少なしとす。現時、我国に於ける状況は、戦時好況時代一時多くの収入ありしを以て、無資産階級の子弟に至るまで、前途の考慮なく中学に入るものあり。為に中途にしてその学業を廃止するの止むを得ざるもの尠からず。それ中学を経て高等学校に入り、更に大学に入りてその業を卒るまでには、十余年の歳月と一万に垂るとする学資とを要しその卒業後と雖も、当初は就職するも百円内外の俸給を得るに過ぎずして、時としては就職難に陥るものも尠すくなからず。これ計数に長じ、生活の安定を重要視する文明国民の為さざる所なり。将来我国に於いても、中等以上の教育は、中産階級以上のものの子弟を収容するに至らんこと、蓋けだし勢の止むを得ざる所なるべし。　既往に於いて我国は、官権官学の力極めて強大にして、官私の区別甚だしかりしも、今日は官民等の区別を為す可きものに非ずして、国民一団となり、時々相更送して国政、県政、市町村政を行うに至れるなり。従って教育に関しても、官私の区別は漸時薄弱となるに至らん。これを概観するに、我国に於ける中等以上の教育は、自家の安定を顧みずして、教育に依りて将来の生活を求めんとするもの多く、欧米国民は自家生活の安定を確立したる後、能よく資力、脳力、体力を精密に考慮し、高上せる教育に依り、自己の生活、並びに品位の向上を計り、更に進んで国家社会の公益に力を尽くすもの多し。

                　我国も将来欧米文明諸国の如く義務教育期限を延長し、その教育を充実し、普通選挙を実施し、国民全般をして国政に参与せしむる機運に際会せば、普通教育に要する経費は、極めて多額にして、中等以上の教育は、欧米諸国の如く私立学校の力を要するもの多きに至るべし。その理由は中等程度以上の学校は、元来義務に付属するものに非ずして、志願に依り多くは中産階級以上の子弟の入学するものなれば、国民全般の負担に属する国費を以て、悉くこれを支弁せんとするは事情の許さざるものあるを以てなり。故に中等教育以上の諸学校は、欧米諸国に於いては、貴族、富豪、その他中産階級以上の有志の寄付金に依り、設立せるもの多し。例えば英国に於ける、イートン、ハロー等の中学の如きは、私立なれども中学校としてその設備完全にして、良教師多く校風大いに振起し、その名声は世界に重きを為し、英国の名士はこの両中学校より出るもの多くして、殆ど英国の文化、否、世界の文明を両校生徒にて負担する気概あり。

                　欧米諸国に於ける宗教家の設立に係る中学校並びに高等学校女学校にも、極めて優良なるものありて自国の文明に貢献すること大なるのみならず、進んで世界諸国、現に我国に至るまでも中学校、女学校を設立し、その文化を補助せんとするの熱心は驚嘆に堪えざるものあり。要するに将来に於ける優秀なる進歩発展を期せんには、完全なる私立中等教育は極めて重要にして、仮令たとえ、今、遽すみやかに欧米のそれの如く発達せしむる能はずと雖も特に国費を要せずして、貴族、富豪、その他中産階級者の寄付と授業料の増額に依り、その目的を達するの止むを得ざるの機運に至るべし。

                　現時我国に於ける官吏軍人等はその退職するや、僅少の恩給に依りて生活し、無為徒食に陥るもの多し、欧米の国民は概してかかる生活を忌み、たとえ大臣その他の重職にありて、資産に余裕あるものと雖も、一朝職を退けば、弁護士となり、新聞記者となり、会社員となり、あるいは教育に、著述に、あるいは自家の経営せる各種の商業、工業、農業などに従事し、職業に貴賤なしとの観念を以て、その豊富なる智嚢を各方面に進展せしむるを以て、国家の繁栄を助くること極めて大なりとす。特に私立の中学、大学校にありては、嘗て大臣たりしもの、大学総長もしくは教授たりしもの、その他知名の人士にして閑職にあるものは、皆喜んで貴重なる教職に従事す。これ私立学校に優良なる教師の極めて多き所以なり。

                　我県下に於いても、一の優良完全なる私立中学は、将来我県民の益々発展隆昌企図する為に、愈々必要を感ずるに至るのみならず、欧米文明国の状況は基より我国最近に於ける私学尊重の思潮等より推考するも、必ずやその成功を期し得べきものと信ず（以下略）」

                　右の意見に於いて、将軍は私立学校を重視し、それに多くの期待を繋いでいるが、この意見は将軍の宿望であって、今遽にわかに抱いた意見ではなかった。大正八、九年の頃、北豫中学校を県立に移管するとの説が、頗る優勢になって来た。県知事はじめ県当局も、学校が移管を希望するならば、県に於いてこれを引受けてもよいとの意向を漏らしたため、学校の内外に於いても、この機会に県立に移すに若かず、何を苦しんで経営困難なる私学を維持する必要あらんや、との説が段々と有力になって来た。

                　それにまた松山出身の山路海軍中将（一善）の如きは、わざわざ帰松して、これを勧説した。即ち私立学校は到底官立学校に若かず、官立はその設備も充実して、信用また高きに反し、私立は経済困難にして、その信用また官立に及ばざるより、生徒及び父兄も官立を希望するは勿論なるを以て、県当局が移管を承諾する以上、速やかに北豫中学校を県立に引移すべしというのであった。

                　ここに於いてか学校理事者も頗るその取捨判断に苦しみ、加藤恒忠氏に相談したところ、加藤氏は元来私立維持論者であったが、県立移管論にもまた尤もっともの理由があるので、無下にこれを排し難いので、この上は秋山大将の意見に依って決定しようということになり、これを将軍に諮ったのである。

                　然るに将軍の答えは、頗る明瞭簡単であった。

                「私立でやって行けるものならば、私立でやろうぢゃないか」

                　将軍のこの一言で、一切は決定し、北豫中学校の県立移管は取止めることになったのである。即ち将軍は、現役当時から斯くの如く私立学校に対して、確たる信念を有していたのであった。

                　将軍は校長として生徒に対し、学期の始業式あるいは終業式に於いてはいつも親ら訓話をなしたが、その中で特に記すべきことは、我国の産業、就中農業、牧畜業を重視し、我国の社会問題中難問題たる人口問題、食糧問題等を解く鍵は、正にここにありと考え、生徒に対し熱心に農業、牧畜業を鼓吹したのである。即ちその要領を摘記すれば左の如くである。

                「一家の家業は一家生活の基礎たるものなれば、平素は固より、特に夏季休暇中に於いては、全力を尽くしてこれを幇助する事、特に必要なりとす。我国民は既往封建時代の弊風なお存し、一家生活の基礎を絶えず動揺せしむるもの尠からず、深く注意せざるべからず

                　諸子が歴史上熟知せらるる如く、丁抹デンマークは欧州に於ける最も旧国なるが周囲の諸強国と隙を構え、五六十年前殆ど我北海道の半に過ぎざる小国となり、国内には荒蕪地多く、農産物は、露国や米国の穀物に圧倒せられ、国民は餓死するより他に道なき状況に立ち至りしが、愛国の士族出して、盛んに農業を改良し、販売、購買の極めて完全なる組合制度を設け、この五十余年間に比較的世界に於ける、最も幸福なる国民となれり。

                　今日丁抹デンマーク人の一戸には平均馬二頭、牛三四頭、豚五六頭、鶏三十羽位ありて、盛んに農作物の外、牛乳、牛酪、ハム、鶏卵等を国外に輸出し、一戸平均生活費を除き、約三千円以上の金額を国外に輸出し、農業国民として世界に模範たるに至れり。特に面白きは、小学児童が、朝四時より起きて鶏の飼育に従事し、その卵を学校に持ち来りこれを小学校に集め、販売所に送り、授業料、学用品、その他の生活費に供するの状況にして、丁抹にては、殆ど老幼婦女を問わず、一家挙って生産に従事し、小学卒業後は三年間は家事に従事し、十七歳に至れば冬季（十二月より四月まで五ヶ月間）農閑期国民高等学校に入り、主として本国の歴史、その他に於いて精神教育を受け、その他は殆ど自学自習して生産の傍ら修養し、専門学校もしくは大学に入るの状況なり。

                　以上の状況なるを以って、丁抹デンマーク人は一家の生活極めて安定し、譬え一家の主人を亡うも、我国の如く、生活の激変を来すことなしとす。

                　なお、勤労を重んずるの美風を養成することは、貴賤貧富を論ぜず、今後益々その必要を減ずるに至れり。諸子は家にありては、率先して勤労に従事し、その美風を益々涵養せられんことを望む」

                「余も例に依り本年も北海道に赴き、牧畜、農業に従事せしが、北海道は年々に著しき発達を来し、殆ど人口も三百万、米も三百万石を産するに至れり。

                　将来その人口は、一千万以上に、米も千万石を産するに至る可し。我国の人口問題、食糧問題に関し憂慮するもの多しと雖も、毫も悲観するに足らず。国民挙って勤勉努力すれば、前途少しも憂うるに足らざるなり。

                　余の従事せる牧畜業の如き年々発達し、牛馬羊豚の如きも非常の発育をなし、国内に於ける牧畜は、北海道が最高位に達せんとする状態なり。譬えば、牛乳の如きは一銭五厘に過ぎざるも、都市に於いては五銭及至十銭なりとす。故に牛乳を原料とするバター・チーズ・コンデンスミルク（練乳）の如きは、将来北海道に於いて多産するに至るならんと察せり。

                　もし将来北海道が丁抹デンマークの如く発達せしならば、数十億の輸出をなし得るに至らんと察する次第なり。

                　敗戦国たる独逸国民は至大の国難に遭遇せしに拘らず、鋭意勤勉、科学の研究に間断なく力を尽くし、ツェッペリン飛行船の完成に努力し、三週間を出でずして世界一周に成功し、全世界を驚歎せしめたり。

                　我国民は絶えず世界の長を取ると同時に、創造に勗めざるべからず。

                　諸子は、今後益々品性の修養と人格の向上とを計り、体力を強健にし、鋭意学術の研究に励み、将来の大成を期せざるべからず」

                　また将軍は慈父の我子を諭す如くに、健康に就いて、修養に就いて、また思想問題に就いて、諄々じゅんじゅんとして説いたが、而もそれは常に国家社会の高所対局より観察したものであって、普通教育者の考え及ばざるところであった。

                　「近似に於ける運動競技は、益々発達すると同時に、益々向上して来り、単に体育のみならず、教育、知育をも兼ね備うるに至れり。特に競技を以て国際的の親密を増加し、各国民の品位を代表するに至れり。諸子は能く練習を積み、正々堂々勝敗を決し、如何なる場合にも、冷静沈着、断じて狼狽することなきを要す。特に礼儀を重んじ、規律、節制を遵守し、確乎たる決心を以て事に当たり暴飲、暴食、飲酒、喫煙等の弊風に感染することなく、選手として、その品位を向上することに努力せられんことを望む。

                　徳に留意を要するは、地方に於ける風俗の良好ならざることこれなり。花柳病、トラホーム、胃腸病等のため、高等その他の専門学校、陸海軍諸学校などに於いて、身体検査のため、不合格となりしもの尠すくなからず。要するに我地方に於ける学生全般の風儀は未だ良好なりと認むる能あたはず。諸子は常にその弊風に陥らざる如く、絶えず戒心を加えざる可らず。

                　特に夏季海水浴場には、本校より監督職員を派遣しありと雖も梅津寺浴場の如きは各種の男女の混入するを以て特に注意せざるべからず。（中略）我国民は、なお早婚の弊ありて、極めて多産するも、生活安定せずして、可憐の児童に栄養不足し、特に不品行に原因する悪疾の遺伝に基づく疾病、児童におおくして早死するもの尠からずとす。

                　人口の増加は、必ずしも患うるに足らざるも、国民体力上の素質、実力を良好ならしむるに深く留意せざる可からず。」

                「校則を遵守し国法に服従するは極めて重要の問題にして、不祥事件の頻発するは、多くは校則や国法を遵守せざるに基因するもの多しとす。我国に於ける中等学校生徒間に於ける同盟休校、カンニング、喫煙、飲酒、甚だしきは文房具店、書籍店に於いて万引きをなすが如きものあるは、我教育界に取りて、甚だしき汚点なり。深く注意せざる可からず。本校生徒は、世界思想界に如何なる動揺あるも、また社会の風俗如何に堕落するも、歴代の聖訓（教育勅語、戊申詔書、国民精神作興に関する詔書）等を恪遵し、正義の旗を立てて、前途に向かい邁進せられんことを希望する次第なり」

                「諸子の修養に関しては時機を得る毎に絶えず訓示をする所なれども、重複を厭わず、さらに諸子に訓話する所あらんとす。

                　一、本校生徒は正義を愛し、仁愛を重んじ、独立自治、自労自活の精神を絶えず発揮すべし。

                　二、質実剛健にして勤倹力行の美風を常に涵養すべし。

                　三、秩序を尊び、節制を重んじ、困難の局所に立ちて益々勇往邁進すべし。

                　四、自学自習を尊重し、実学に志し、実行を重んじ、実力を養成し、邦家社会のため実益を挙ぐるに勉むべし。

                　五、世界の競争場裏に立って国運の振興を計らんには、国家の中堅たるべき中学生の力に待つもの多し。諸子は協同の精神を充実し鋭意学術の研究に従事し、世界の模範国民たるを期すべし」

                　以上は始業式、終業式あるいは記念式の諸訓話中より摘記したものであるが、これを見ても将軍の教育上の理想及び見識が、ほぼ察知されるであろう。

                　また将軍は自ら上級の修身科を担当し、常に質実剛健、自主自立の精神を高調し、殊に忠君愛国の徳行を奨め、躬を以て範を垂れた。

                　満州、朝鮮への発展策は、将軍の持論であったが、校長となるや、上級生徒の修学旅行は朝鮮平城地方へまでも延進せしめ、以てその見聞を広め、また朝鮮に就いての関心を深めしめた。そして常に言っていた。

                「校長は既に老いて、余命幾何もないのぢゃ。もし斃れたら、諸子は我屍を越えて奮進せよ」

                時に熱誠溢れ、声涙共に下るの慨があった。

                

            
            
                　　　三　校長の六年間

                　

                　「当分の間校長の名を出す」といった将軍の校長時代は、実に六年間の長きに及んだが、その間の将軍の恪勤精励は、正に超人的であった。将軍は一日も休んだことなく、また一分の遅刻をしたこともなかった。而も毎日の出勤時間は約二十分前と定まっていたので、将軍の通う沿道では、その登校する将軍の姿を見て、時計の針を正すと言われたほど正確であった。卒業式には、校長たる将軍は生徒の出席を奨励するために、勤惰を考査して精勤証書を与えたが、しかしその精勤の第一位を占むべき者こそ、証書を与える秋山校長その人であったのである。

                　将軍は恐ろしい顔をしていたが、しかし将軍の怒った顔を見たものはなかった。また叱られた生徒も一人もいなかった。毎日々々変わりなき慈眼温容で、終始ニコニコと笑みを浮かべながら、校の内外を見回り、時々経歴実話を交えた温かい訓話をした。それは訥弁といった方に近いものであったが、生徒はこれを聞くことをこの上もなく楽しんでいた。また休日などに生徒が将軍の家に訪ねて行くと、将軍は、

                「さあ、こっちへ上がれ」

                と非常に喜んで迎え、奉天会戦の話などをして、元気に満ちた青年を見ること、それ自身が将軍には無上の喜びであった。校長室は洵まことに狭隘きょうあいにして、東南に直射を受け、夏は頗る暑い部屋であった。然るに将軍は、未だ嘗て「暑い」と言ったことがなかった。何時見ても儀容端然として、洋服の釦一つ外れていたことがなかったという。

                　将軍が校長になってからは、全校の教職員は急に勉強家となって、欠勤する者がなくなり、従って生徒もまた欠課休学をなす者が著しく減じた。授業料の遅納滞納もこれと共に漸くなくなった。

                　将軍は教師の欠勤のために、課業を休校にするということを非常に嫌がり、そういう時には将軍自ら補欠授業に当たり、二時間ぐらいでも喜んでやったので、教務としては大いに助かったしまたこうしたことが教師の欠勤を少なくした原因ともなった。

                　将軍は学校の方針をなるべく軍隊式にし、一旦予定を立てた以上は、何処までもその予定通りに実施することを要求し、また力めて質素を奨励した。教師以下の服装は勿論、文房具の類に至るまで贅沢を避け、実用第一のものとし、また生徒から十銭二十銭の会費を徴収することなども、出来るだけ減少し、少しでも父兄の負担を軽からしめることに意を用いた。将軍の躬を以て示した質素に就いては、幾つでも例証を挙げることが出来る。例えば若槻内閣の時、政府の奨励で勤倹週間ということが行われたが、その週間には、将軍は率先して、早起き、徒歩、禁煙、禁酒を実行し、且つ書信を東京の家族に寄せて、その励行を促したる如き、また一紙片と雖も濫費せず、訓話の原稿などには、古葉書あるいは反古や広告の裏を用いていたるが如きはそれである。

                　秋山将軍は、豪放磊落、粗枝大葉、些事に拘泥せざる猛将と考える者もあった。武将としては確かにそうした一面を見せていたこともあったが、中学校長としては全然異なる一面を見せていた。これが噂に聞く猛将秋山大将かと思わせたものが少なくなかった。この事は一見矛盾に似て、決して矛盾ではなかった。要するに将軍は、物の軽重本末を明確に区別したのであった。「助攻方面にはなるべく兵力を節約し、主攻方面に最大限の兵力を用いる」という戦術の原則を、凡ゆる方面に応用したと思われる。

                　騎兵実施学校長時代、校庭の雑草の生え茂るままに放棄したのは、戦術、馬術の研究あるいは将兵の訓練を本務とし、また重視したるためであった。併し中学校長としては、校内の乱雑を毫も仮借することなく注意したが、これ生徒の訓練上これを等閑に附するべからずと考えたからである。この事が武将としての将軍の行蔵と、中学校長としての将軍の行蔵とに、多少の逕庭があるように見られる所以である。

                　将軍が中学校長として、謹厳精励であったことの例証は、これまたいくらでも挙げることが出来るが、その二三を左に記して見よう。

                　将軍は事苟いやしくも公務にわたると、それは頗る几帳面であった。例えば中学校長の職務を帯びて旅行する場合などには、厳格にその旨を市長に届出たので、時の市長岩崎一高氏などは却って恐縮するほどであった。

                　ある日学校の書記が、至急を要する校用のため、将軍の出勤前にその私邸を訪い、事務上の指示を求めた際、指示半ばにして将軍は時計を見て、

                「今はこれで止める。あとは学校で、・・・遅刻してはいかんから」

                そして直ちに登校したということである。

                　校長室備付の火鉢の炭火は、教室に出る時には必ず炭をかけて置き、またその炭のいけ方も、常に整然たるもので、一度として掻き乱したことはなかった。巻煙草の吸殻とてまたその通りで、必ず火鉢に一隅に正しく列をなしていた。

                　校長室の文書、器物等は、必ず所定の位置に整頓し、未だ嘗て乱雑に陥ったことはなかった。ある日所用のため事務室に入ったところ、給仕がその机上に反古をかためて置いたのを見て、

                「少年時代からいい習慣を作らなくちゃいかんよ。机の上の品物はちゃんと整頓して置くものぢゃ」

                そして事務員に、

                「給仕にも紙屑籠を買ってやれ」

                と命じた。

                　校長室の窓硝子の汚れた際には、必ずこれを拭わしめ、また硝子板に罅ひびの生じたときは必ずこれを取り換えしめ、そして言った。

                「室内の不整頓は、客を遇する道ではないからね」

                　校庭の掃除や、庭樹の手入れなどにも常に留意し、雑木などの乱立することや、雑草の乱茂することを非常に厭うた。そしてポプラは亡国の態があるとて、これを伐採せしめた。

                　学校配属将校であった金武省三氏が、ある朝登校の途中で将軍に会い、同行して校門に入ろうとした時、そこに紙片が落ちていた。将軍は何も言わずにその紙片を拾い取り、校内の紙屑箱に投げ入れた。金武氏は後日「あんな恥ずかしいことはなかった」

                と語っている。

                　将軍は夏服、冬服の外に、別に間服とか真夏服とかを用いたことがなかった。それで如何なる酷暑の候と雖いえども、上衣を脱したことのなかったことは、前に記した通りであるが、ただ大文字を揮毫する時だけは上衣を脱いでいた。然るにある夏のこと、寒暖計は九十二三度[華氏９２度＝摂氏３３℃]にも昇った日であったが、幼少時の友人武智という人が来て、神社の碑石に神名を書くことを依頼した。将軍は快諾して直ちに筆を執ったが、神社に敬意を表するためか、この時は上衣すら脱せず、端然容儀を整えて書いた。

                　夏、人を訪れて、その室に入る際は、必ず室外にて汗を拭い、服装を正してから室内に入っていた。

                　さらに将軍が細事に至るまで心を配っていたことは、実に驚くべきものがあった。将軍はよく昼食にパンを用いたが、そのパンの袋は常に自らこれを始末し、もし食い残りのある場合は、袋に包んで必ず盆の上に置いたものである。また宴会に出席した場合、自分の喫し了った煙草の箱や包装紙は、決してそのままに放置することなく、細かに折って袂に入れて持ち帰った。柑橘類を食した場合、その残滓は必ず皮に包んで皿に入れ、食い散して置くようなことはしなかった。

                　当時学校に楽隊を有つことが流行し、県下の中学校では殆ど全部これを有つようになったので、北豫中学校でも是非作らねばという意見が起こった。然るに将軍はこれに反対で、

                「そんなものはいらない。海軍などでは、何カ月も遠洋航海を続け、海また海で非常に淋しい生活をする場合が多いから、楽隊の必要もあろうが、陸軍などにはそんな必要がないというので、今は軍楽隊を廃している程ぢゃ。学校でもそんなものを作る必要はあるまい」

                それで北豫中学校だけは、遂に楽隊を作らなかった。

                　中学生は心身の発育最も旺盛な時とて、元気に委せて動もすれば乱暴になる。従って机を壊したり、窓硝子を破ったりすることは少なくない。北中が不良少年養成所なりと嘲られたことは、遠き昔のことであって、秋山校長就任以来、風紀頗る厳正になったとはいえ、何分元気の余る少年のこととて、多少の乱暴は免れ難いところである。将軍が校長となった後、夏季休暇に事務員に命じて破損箇所、破損備品を悉く修理せしめた。その後、生徒を集めてただ一言、

                「物が壊れては、お互いに困るから気をつけいよ」

                　爾来生徒は大いに建物および器物の使用に注意するようになり、破損することなどは殆どなくなった。　将軍の感化は、独り学校内に止まらず、一般社会にも強い刺激を与えたが、その中でも特に目立ったのは、時間の励行である。これは松山に限ったことではなく、全国大部分と言いたいほど、時間の励行は行われていないのであるが、将軍が校長となり、従って将軍が松山の公私の会合に出るようになってからは、人々相伝え、相警めて、時間の励行を期するようになり、風習一新の動機となったのである。

                　将軍は家庭の事情に依り、夫人始め家族一同を東京に残し、松山に於いては中歩行町の旧邸に起居し、親族の助力に依って炊爨を弁じ、全く単身孤独の生活を送っていた。外出の時の外は、常に一室に在って端然読書に耽り、春夏の候は夕刻となれば、必ず後庭に出て、露天の下粗末な籐椅子に倚よって、前に城山を望みながら独酌一本、陶然として自ら楽しみ、また他を顧みることはなかった。そしてその室内屋外共に素朴簡易を極め、床の掛物の外は何等の装飾なく、全然軍隊主義を以て貫いた起居であった。

                　井上要氏が屡々将軍に対し、

                「御不自由ではありませんか。私共は年をとって妻がいないときは、まず衣食に不便を感じて閉口します。奥様をお呼びになっては如何ですか」

                「なに、慣れているから、一人でいても不自由はないのじゃ」

                平然として少しも意に介さなかった。

                　将軍がただ一つ好きであったものは囲碁であったが、併しそれは下手の横好きといった程度のものであった。井上要氏とは丁度いい相手で、

                「井上君一つ打とうか」

                同好相対して、時に盛んに鳥鷺を戦わすこともあった。

                将軍には痼疾こしつとして脚部に神経痛があって、少々跛行の気味あり、且つ何分高齢のこととて、その点を周囲が心配していたが、将軍も大いに療養に力め、学校の帰途は必ず道後の温泉に入浴し、極めて規則正しい年月を送ったので、次第に軽快に赴き、校長の職務を執る上に何等の支障も来さなかった。

                　将軍の日常生活が規則正しかったのと同様に、毎年の生活行事もまた規則正しきものであった。将軍は毎年の夏季休暇には、必ず北海道に行って、新田長次郎氏経営の農場、牧場を視察した。これまた将軍の無休主義によるもので、一年と雖も欠かしたことがなかった。そして学校へ帰るのは何時も新学期の開始前二日ぐらいの余裕を置き、一度として一日も遅れたことはなかった。

                　将軍はいつも溢るるばかりの愛情を以て、生徒に接していた。明治神宮の競技に出場すべき選手を決める四国選手権大会を前にして、北豫中学校の選手達は、学校の校庭で猛練習を続けていた。それを将軍はいつもニコニコしながら見ていた。その時選手であった中矢生徒（博）を呼び止めて、

                「中矢、お前は東京へ行ったことはあるかい」

                「まだ行ったことはありません」

                「そうか、東京に行ったら、俺方へ行け」

                　将軍は名刺を出して中矢氏に渡した。四国選手権大会に北豫中学校が優勝し、神宮競技に参加することとなって選手たちは上京した。中矢氏は早速青山北町七丁目の将軍の自宅に行くと、夫人は非常に喜んで中矢氏を迎え、信好、勝子、治子、次郎の令息令嬢達と一緒に東京見物に案内した。

                　将軍はいつも溢るるばかりの愛情を以て、生徒に接していた。明治神宮の競技に出場すべき選手を決める四国選手権大会を前にして、北豫中学校の選手達は、学校の校庭で猛練習を続けていた。それを将軍はいつもニコニコしながら見ていた。その時選手であった中矢生徒（博）を呼び止めて、

                「中矢、お前は東京へ行ったことはあるかい」

                「まだ行ったことはありません」

                「そうか、東京に行ったら、俺方へ行け」

                　将軍は名刺を出して中矢氏に渡した。四国選手権大会に北豫中学校が優勝し、神宮競技に参加することとなって選手たちは上京した。中矢氏は早速青山北町七丁目の将軍の自宅に行くと、夫人は非常に喜んで中矢氏を迎え、信好、勝子、治子、次郎の令息令嬢達と一緒に東京見物に案内した。

                　その後中矢氏は中学校を卒業し、東京の日本体操学校に入学したが、夏季休暇に帰省して母校に行き、校長室に将軍を訪ねた。

                「御無沙汰を致して相すみません」

                「どうぢゃ、学校は勤まるか」

                「ハイ、勉強しております」

                「陸上競技けいぎはやっておるか」（将軍はケイギと発音していた）

                「相変わらずやっております」

                「校長は誰だ」

                「稲垣三郎閣下です」

                「ああ、稲垣か、あれは自分の副官であったことがあるから、よく知っている。紹介してやろう」

                　将軍は中矢氏に紹介状を書いてやった。こうした親切は独り中矢氏のみにではなく、誰にでも同じように尽くしたのである。中矢氏はその後一年志願兵の兵役を終えて帰った時、将軍から古軍服を貰ったが、中矢氏は何物にも代え難い精神教育の資料として、今日も大切に保存しているということである。将軍の言行は、そのまま教育の資料であった。

                　

                　大正十五年に端なくも、松山高等学校で争議が起こった。それは同年一月、文部大臣の更迭に伴い、松山高等学校創立以来の校長で、生徒の厚き信望を得ていた由比質氏の転任に端を発したのである。由比氏に代わった新校長は、着任早々前校長の方針に反し、弁論部の圧迫、出版部の禁止、寄宿舎自治への干渉等を行い、為めに生徒の憤慨を買ったのである。

                　「我らの自由自治の校風を守れ！」と叫び、全校生徒は一致して、敢然抗争に奮起し、何個条かの要求が生徒から校長に提出された。しかし要求は一蹴された。かくて抗争はついに生徒の総同盟休学とまで発展したのである。この争議は、初めは学内運動であったが、漸次日を経るに従い、校外にまで延伸して、遂に社会問題化するまでになった。

                　生徒団では争議の真相を市民に告げて、その批判を請うべく、松山政界の長老高須峰造氏を初め市の有志を起こし、遂に大街道新栄座に於いて、「松高ストライキ批判演説会」を開かしめた。しかもこの批判演説会は中途で市民大会に展開し、松山市民会の名に於いて、校長に辞職勧告を決議するに至った。このようにして事態漸く急を告げたので、愛媛県知事高坂昌康氏は熟考の結果、窮余の一策として、北豫中学校長たる将軍に対して、その調停を依頼した。将軍は知事の懇請を引き受け、先ず生徒の代表に会見した。

                「校長排斥などを企画して、同盟休校をすることはいかんぢゃないか。それに文部省の方針によると、そういう者は、どしどし退校処分にするというのぢゃ。若い者がつまらぬことで、前途を誤ってはいかん」

                　また生徒の父兄たちも集めて、各々その子弟に訓諭して、一日も早く学業に就かしめることを勧めた。しかし生徒の中の強硬派は、将軍の斡旋を圧迫的態度であるとして、中々言うことを聴かなかった。紛争が縺もつれるにつれ、将軍邸の付近には、いつも十人内外の生徒がうろついていて、女中達はために恐れをなして外にも出られぬ有様であった。

                　その時、東京や京都から卒業生の総代が多数松山に来て、同盟休校の生徒の相談役になっていたが、将軍は彼らの中の数人と会見した。

                「君らは遠方から何しに来たのぢゃ。この騒動を収めに来ているならよいが、騒がせに来ているのなら帰ってもらいたいのぢゃ。生徒で学校の校則に背いた者は退校させるだけぢゃ。一体君等はどうしようというのか」

                「学内の自由を得たいのです。学校当局の威圧的強制的態度を好まないのです。なおこの際生徒の犠牲を出すことにも反対です。」

                「成程、そうぢゃといって騒ぎをやるのはいかんぢゃないか」

                「自由と正義のために戦うのです」

                「そういう崇い理想を以て戦う者が、犠牲を厭うとは卑怯ぢゃないか」

                「・・・・・・・・・・・・」

                「学校の方針は曲げられまいのう。どうしてもその方針がいけんというなら、男らしく皆退校したらどうぢゃ」

                「そういうことを言われますと、全校五百の学生が何をするか、判りませんが、よろしゅう御座いますか」

                「騒ぐなら、なんぼでも騒げ、俺の学校だけでも千五百人からの生徒がいるそれでも足らにゃ警察もある、松山連隊の兵もいる。なお足らにゃ在郷軍人が一万はいる。それだけいるから何とでもせい。しかし君等も折角騒ぎを収めに来たのぢゃろうから、何とかして収めて帰れ。もし収めることが出来ぬなら、直ぐにさっさと自分たちの学校へ帰れ」

                しかし将軍は口で言うように、実力を以て生徒団を弾圧する気はなく、その日県当局を通じて、前途ある青年のために、穏便の処置あるべき希望を、高等学校長に伝えた。斯くして機が熟したので、生徒側代表と学校側代表と、それに調停者たる将軍及び県知事が、県庁に会見したが、犠牲者問題に関して生徒側と学校側とは、激しく意見が対立した。それを将軍の調停により

                「学内の自由を認めること」「犠牲者を最小限度にすること」

                の条件を以って、さしもに全国の学界を聳動しょうどうせしめた松山高等学校の争議も、斯くて終わりを告げた。

                　

                　中学校長会議が東京で開かれる時には、将軍はいつも上京して会議に列した。その時は常に謙虚な態度で、少しも大将などという顔をせず会議の場合はよく会議法に従い、また他の校長達に対しても、終始同僚として相接していたので、校長達は、将軍の徳風を敬慕し、その人格に非常な尊敬を感じていた。

                　会議は当時日比谷の府立第一中学校（現在の拓務省）で行われたものだが、会議の休憩時には、将軍はよく他の校長達と一緒に運動場に出た。生徒達の投げ合うボールが時に校長達の集まっている方に転がってくると、将軍は走ってそれを拾い、

                「おーい」

                生徒の方へ投げてやった。

                「あれ誰だい？」

                「あれは秋山大将だよ」

                　あっちこちの生徒の間にささやかれて、そこの生徒たちにも忽ち親しみを持たれたのであった。都下の新聞はこのことを報じて、

                「錦を捨てて故郷の中学校長となった秋山大将、三日にして第一中学生を化す」

                と言った。将軍は、

                「若い学生はあの純真さが尊い。あれはそのまま成長させねばならぬ。私の学校にも千人ほどの学生がいますよ」

                とさも心地よげに語っていた。

                　

                　大正十五年六月三十日、梅津寺浜に於いて学校の端艇競争が挙行されたが、終わって生徒一同汽車に乗らんとした時、たまたま大雨沛然はいぜんとして至ったので、生徒は狼狽し、先を争って乗車せんとした。その時三年生の一人が誤って線路に墜落し、不幸車輪に触れて重傷を負い、数日後遂に死亡した。将軍は深くこれを遺憾として、親しくその家を弔問し、また葬儀に列し、弔慰金百円を贈った。

                　この椿事ちんじが責任問題として世評喧しくなった時、将軍は新聞記者等に対して、

                「全く人浪を喰ったのである。誰が押したというわけではない。洵まことに遺憾極まることであるが、責任は全く校長にある」

                と言って、他を言うの遑いとまなからしめた。職員に対しては、

                「この旅の事は洵に遺憾至極である。再度斯かる不祥事なきよう、御互いに慎まねばならぬ。ただし責任は全く校長がとるであろう」

                と言って、一言も職員を叱責するようなことはなかった。

            
        
        
            　　第二　永眠

            
                　　　一　東京にて病臥

                　

                　将軍は校長を辞した昭和五年の七月十日すぎ、毎年の例に依り、北海道帯広にある新田長次郎氏経営の牧場に馬を見るべく、松山を出た。途中大阪新田氏の家に立ち寄って一泊し、翌日東京に向かい、渋谷町青葉に在る令息信好氏の宅に着いた。

                　然るに持病の神経痛のため左足趾より下腿外側にかけての疼痛が強くなり、殊に一夜余りの暑さに、左足を扇風機に吹かれたまま寝て以来は、一層この疼痛が増して来た。しかし将軍は医師の診療も受けず、そのままにしていたところ、八月二日の午後一時頃、突然医学博士小林賛治氏が見舞に来た。

                　小林氏はこの朝、先輩大阪市立市民病院副院長医学博士土居利三郎氏から、夫人健子の代筆の書信を受けたのであった。それによれば、秋山大将は脚部の疼痛のために悩んでいるが、平素丈夫な体質なるため、病気の経験が殆どなく、従って今度も神経痛だぐらいな考えで、割合に無関心のようだから、まず小林氏に行って診て貰いたいというのであった。健子夫人は将軍の次女である。

                　そこで小林博士が見舞に来たのであるが、その時将軍は、日当たりのいい縁側に、藤椅子に腰かけて新聞を見ていた。小林博士は早速診察に取りかかり、まず既往症について尋ねたが、近衛師団長時代に軽い脳溢血で入院したほか、これぞという病気はない、ただ十数年来、脚の神経痛が痼疾になっており、最近特に疼痛が激しいが、老齢のために弱ったからであろう、と将軍は答えた。

                　小林博士は聴診器を執って一診したところ、胸部と腹部とには何等の著変なく、左下肢に於ける動脈の脈拍は、一般に小さく弱く触れるが、皮膚には足趾間に汗疱が相当広がっている以外には、変色などはない。右下肢の脈拍も勿論弱く触れるが、左下肢ほどのことはない。そこで尿を持ち帰って検査したところ、果たして糖の存在を証明したのである。

                　ここで小林博士の診断に依れば、この病気は十数年前より既に存在していて、右下肢の方はそのまま進行せずに留まって、左下肢のみが悪いように見えてきたのであろうという。小林博士は早速大阪の土居博士に宛てて返事した。

                「大将の御病気は、糖尿病並びに間歇性跛行症（脱疽の初期）と診断する」

                　一方また将軍には、これも書信を以て、食餌の養生や、局所の姑息的処置を告げ、その夜かねての予定の如く樺太旅行に出発したのである。旅行約三週間、八月二十四日の朝帰京したが、将軍をその後誰か適当な医師が診療しているとのみ考え、そのままにしていると、二ヶ月後の十月三日に、大阪の土居夫人から再度の書信を受けたが、、その要旨は、

                「・・・その後、父の足趾の疼痛が激しいそうだから、往って診て頂きたい。父は平素より健康なるがため、今もなお医者にもかからざる由、ただ勧める人あって按摩にもませているらしい」

                　小林博士は将軍の病気に対する無頓着に驚いた。実際この間に於ける将軍は無頓着極まるものではあったが、しかしその無頓着の中に、将軍の徹底した人生観を見ることが出来る。ちょうどその八月の一日、同郷の老友和田昌訓氏が親しく将軍を病床に見舞うた。

                「御病気ぢゃと言うが、どうぞな」

                「うむ、足が痛うていかん。一体何ぢゃろうか」

                「神経痛ぢゃろう。まあマッサージでもやったらどうかな」

                「もう、あしも逝ってもええわい」

                「逝ってもええと言うても、そないに死ぬ程のことでもないがな」

                「いいや、どうもいかんらしい。わしは親父よりゃ長生きしたから、もういつ逝ってもええのぢゃ」

                「あなたの親父さんは何歳ぢゃったかな」

                「親父は六十九ぢゃったが、俺はもう七十以上になる。いつ死んでもええがい」

                　こうした気持ちであったから、医者にも診せずに放っておいたのであろうが、とにかく小林博士はとりあえず、その後移転した赤坂丹後町の将軍邸を訪ねた。信好氏は三菱銀行小樽支店に転じて、既に彼の地に赴任して不在、邸には将軍夫妻と慶応大学在学中の令息次郎氏の三人暮らしであった。

                　博士が診察すると、左足趾第三、四、五が最も痛むらしく、特に夜分などは激しくて、ために睡眠出来ぬくらいであるし、室内の歩行もやや困難らしい、いよいよ脱疽が始まるらしい状態なのである。一体この病気の原因については、まだ学説が一定していないが、将軍の場合は血管内膜が硬変し、閉塞して血流を不十分ならしめることによって、漸次壊疽に陥り、血管の交感神経の興奮により疼痛があるものと博士は診断したのである。そしてこの特質性脱疽に対する治療法に就いて、博士は次のように述べている。

                「第一に交感神経の外科的切除である。これも股動脈のところで行う場合もあり、腹部で神経節を切除したり、また腹膜外よりこれを行う方法もある。斯くして一時的には疼痛を去らしめることは出来る。しかし大将の場合に於いては糖尿病と御老体ということがあり、従って傷口の治癒ということが案じられる。あるいはレントゲン深部治療ということが最近唱えられているが、疼痛は去っても閉塞した血管の流れをよくするということは、なかなか難しいと思われる。というのは血管の痙攣で血流が妨げられたというよりは、血管壁の硬変が主と思われるから、これを拡張するということは、交感神経切除でも、レントゲン治療でも困難だろうと思われるからである。最後に脚部切断ということであるが、よし切断して一時疼痛はなくなっても、また切断端より壊疽が始まったり、前述の如く糖尿病と老齢なるが故に、万一不良なるべき予後のことを考えると、この思い切った方法ということも、更に慎重に考慮してからでないとお話し兼ねる。而してその他はすべて姑息的の処置のみである。」

                　しかし今や病勢がどんどん進行するらしいので、小林博士としては姑息的な処置を以て晏如あんじょたることは出来ぬと考え、早速大阪の土居博士に宛てて手紙を書いた。その文意は、

                「御病人を大阪に於いて、貴下自ら預かって治療に当たって下さるや、または軍医学校か赤十字本院か、それとも然るべき大病院に入院してもらうようにするか、いずれとも御指示頂きたい」

                　そしてその返事を待つ間は、汗疱に就いては硼酸ほうさん亜鉛軟膏を塗布し、疼痛部にはリバノールガーゼをつけて温罨法おんあんぽうをしていた。また糖尿病に対しては、厳格な食餌療法は病院外では出来ぬことでもあるし、且つ老齢のこととて却って害はありはせぬかとの留意から、なるべく含水素分を制限するぐらいのことで留めておいた。しかし小林博士はこの処置について、後日自らこう言っている。

                「今になってはいずれも甚だ不徹底な処置で、土居博士の教示を俟たずして、然るべき病院にお入れしさえしておけばよかったし、従って自責の念はもっと軽くて済んだと思う。そんなにも速く変化が進行するとは考えなかったのが、後日取り返しのつかぬことになった基ではあるまいかと、私は自らの不覚を責めるばかりである。私の決心を最後まで鈍らせたのは、ご老体なることと、血管の変化の相当進行せることと、糖尿病という合併症があったことである」

                　この烈しき疼痛の裏にも、将軍は死生を超越して悠々たるものであった。生に対する何等の未練も執着もなく、小林博士に幾度か言った。

                「俺は老齢だ、世間に用事のない体だ。今年三月に北豫中学校長も退いたから、この世で為すべきことは皆為し果てた体だ。俺のうちの若い者も、それぞれ大きくなって、各々片付き、大体その方も心配もない。いつ死んでも構わないから、君達も俺の体については、余りに案じないでくれたまえ」

                　脱疽の始まるときの疼痛は、実に筆舌に絶する烈しいものなのである。それを将軍はぢーっとたえて、一言も苦痛を訴えなかった。ラジオで野球リーグの戦況などを聴いては、若い気持ちになって、この苦痛を忘れんとしていた。しかし局所の疼痛は、次第にその烈しさを増して来て、夜もろくろく熟睡のできぬことが続いた。流石の将軍も遂に、

                「この痛みさえ去れば、脚の一本はなくてもいい」

                と言うに至った。よくよくのことであったろうと思う。そのうちに左の第三足趾が急に変色してきた。しかし趾の根元で、デマルキーレン（分界）するかに見えた時に大阪の土居博士から小林博士に、陸軍軍医学校に入院させてくれとの依頼状が届いた。もうどうしても入院である。

                　その翌日朝、小林博士は将軍夫人と共に軍医学校に行き、石井、細見、原田の諸軍医と色々話し合い、病室の交渉も済んだので、同日午後将軍を入院せしめることになった。時は八月十五日、将軍を乗せた自動車は赤坂丹後町を出でて、牛込戸山町の陸軍軍医学校へと向かったが、これぞ再び生きて還ることなき最後の出邸であり、車窓に去来した東京の街は、図らずもあの世へ続く道とはなったのであった。

            
            
                　　　二　名将遂に逝く

                　

                　かつては医療を嫌い、如何なる病気をも我慢で推し通した将軍も、この入院だけは素直であった。

                　「俺はもう為すべきはなしたし、親父よりも長生きしたから、何時死んでもええが、入院した以上は、医者の言うことを聞くよ」

                　かつての将軍に聞かれぬ言葉を、近親者にささやいた。軍医学校には外科に細見軍医正（憲）、糖尿病に原田軍医正（豊）の権威あって、専心に手当てして治療を続けたが、そのうちに大阪から土居博士も上京し、一同で治療法に就いて篤とくと研究したのである。

                　その結果、糖尿病の方はやはりあまり厳格に食餌を制限するは却って精神的にも気力を失うことにもなるので出来るだけその点は緩和して、当分様子を観察しつつ姑息的処置を施し、万一止むを得ざる時は、最後的手段として脚部の切断を断行することとした。そして土居博士は「それらの適宜処置は、総て教官諸君に一任するから、宜しく頼む」と言い残して、一応大阪に帰った。

                　将軍はまず酒と煙草とを禁ぜられた。酒を愛好したことは言を俟たぬが、煙草も将軍の大の嗜好物であった。その二つを医師の命令で、全然廃してしまった。また糖尿病に対する血糖量の試験のために、時に食餌の制限を受けた。これも苦しいものであった。けれども将軍は従順医師の命令に服し、一言も訴えるところなかった。そして言っていた。

                「老人、特に社会的に働けぬようになった者は、さっさと要職より退いて、社会の進歩を妨げぬように後進に道を拓かねばならぬ。これが社会の新陳代謝だ。もっとも自分の体が老いて役に立たぬのは、この新陳代謝機能が衰えてしまって、生活力を失わんとしているからで、こうなったら如何にしても再生ということは難しい。君たちがこの老体を元にしようと努力しても無理だと思う。せめて疼痛だけでもなくしてくれたら、どんなに嬉しいだろう。ただそれだけを望む」

                　将軍入院の報一度伝えらるるや、見舞客は踵くびきを接して押し寄せた。将軍は苦悩の間にも出来るだけその人々に会い、既に死を覚悟してか、色々と後事を託し、また注意を与えた。

                　将軍の朝鮮駐剳軍司令官時代の副官古城大佐（胤秀）の見舞うや、将軍は、

                「俺も七十二になったからねえ、この三月までは、育英事業に御奉公した。人間は遊んで無為に暮らしてはいかん」

                　大佐が静かに病室を辞そうとした時、将軍は突然大声で、

                「上京したお届を陸軍省へ頼む。また宮内省には非公式にね」

                　病勢日に革まりつつある重体の中にも、責任感がなおその念頭から離れずにいたのである。また片岡騎兵少佐（董）が小林医学博士に伴われて、二回ほど見舞ったことがあったが、その時の話を小林博士は左の如く書いている。

                「この時我が騎兵の将来については、軍馬の改良と増殖、日進月歩の文明を応用し採用すること、実戦に当たって宣伝の力の大なることなどを話されたことがあった。私は軍事に就いては門外漢なれど、大将のお言葉のうちには、国防なるものは、専門戦闘機関の外形的の整備に依ってのみ安意すべきに非ず、一国の戦闘力は国家総動員の力に依って評量せらるべきものなる限り、学術の進歩発達を無視ないし除外して考慮することは危険であるというような意味にもとれたのである」

                　また騎兵第一旅団長梅崎少将（延太郎）と陸軍騎兵学校長柳川少将（平助）とが同道して見舞うた時、柳川少将が日露戦争中、繁駕機関砲小隊長として、将軍の麾下に於いて参戦したことを想起し、

                「日露戦役では我が騎兵旅団が機関砲を持って居ったので勝ったのぢゃ。これからも新兵器など、始終よく気を付けて居らにゃいかんよ。それから騎兵は機動力が大事だが、それがためには馬が大事だよ。それで俺も北海道で馬のことをやってみたのぢゃ。騎兵はどんどん前に進めばよいのぢゃ。補給などのことを言って止まってはいけない。始終前に前にと進めばよいのぢゃ。内地の地形はどうも騎兵の訓練には具合がよくない。朝鮮か満州に一個旅団か二旅団出さにゃいかんよ。外国が何とか言ったら、返事だけしておけばよいのだ。騎兵の将校は国際上のことも注意して居らにゃいけないよ」

                　苦痛については曖気おくびにも出さず、ただ騎兵のことのみを言うのであった。

                　また服部中将（真彦）が病床に見舞うと、

                　「わしも齢七十を越えたよ。退職後老齢でも、どうにか中学校長の職を務め得たよ。何でもよい、如何に微小でも、お国のためになる仕事をせにゃいかんよ」

                と言った。

                　ついで安藤騎兵大佐（直康）の見舞うた時には、騎兵実施学校長当時、部下に在って各科の研究に従事せし人々の消息に及び、往時を追想して左の如く語った。

                「学校当時企画したことの由来を、わしの存命中に記録して残しておきたいと思うているが、お前は最も多く関係して熟知して居るから、これを取り纏めてくれ。騎兵監にも話しておく」

                　ああしかし、騎兵監に話す機会はなかった。その後一週間にして大佐と将軍とは、幽明の境を異にするに至ったのであった。

                　

                　さて将軍の病勢は、その後少しも衰えなかった。尤も糖尿病の方は、左程重体というほどでもなかったが、脱疽の方は日に日に悪化し、もはや脚部切断の他なしと、軍医達が決意した。それで外科学会の権威帝大教授藍田広重博士に一応判断を乞うことにし、十月二十八日午後二時に、同博士の診察を受けたのであるが、同博士の診断によれば、

                「理論としては切断以外の方法はないのであるが、何分ご高齢なるが故に、無理にはお勧めは出来ません。要は大将ご自身と周囲の方の御決意に拠るのみであります」

                　この言葉を白川大将も傍らで聞いていた。そこで細見、原田両軍医よりその旨を将軍に告げると、将軍は既に決意していたので、すぐに承諾した。

                　翌日、久松伯爵、白川大将、鶴田軍医総監（禎次郎）秋山軍医総監（錬造）などにも相談し、また多美子夫人をはじめ近親の人々の同意を得、大阪の土居博士にも通知して上京を請い、いよいよ十一月一日午前十一時半頃、十分の準備の下に左脚切断の手術は細見軍医正執刀の下に行われることになった。

                　鶴田、秋山両軍医総監、一木陸軍軍医学校長（儀一）、土居博士、小林博士、将軍令息次郎氏等が立会の中に、細見軍医正は刀を執って将軍の痛める左脚に当てれば、脚は大腿中央部に於いて見事に切断された。そしてその後の処置は極めて円滑に行われた。

                　手術が終わり麻酔から覚めると、将軍はニコニコして言った。

                「やあ、御苦労でした。これですっぱりした。脚が一本なくとも、仕事は出来るそうぢゃからな」

                　この夜将軍は大きな鼾声を発して熟睡した。為すべきことを為したという安心もあろう、また鎮静剤の効果もあろう、更にまた今まで痛み通した患部が除去されたためも勿論あろう。将軍にとっては近来にない快い一夜であった。

                　然るに快眠は僅かに一夜、翌二日になると、切断端に於いて猛烈な痛みが起こり、熱が高くなってきたのである。遂に縫い合わせを解いて見ると、傷口は大体よく癒着していたが、一ヶ所静脈炎を起こしていたし、また腹部にも一ヶ所炎症の及んでいるのが認められた。

                　万事休す！脱疽菌は既に上部に侵入していたのである。

                　

                　三日に村上正氏が病室に入ると、昏睡状態からふと目を開けた将軍は、村上氏の顔を見るなり、

                「うー、騎兵は出たそうぢゃね」

                「何ですか？」

                将軍は今のは夢と気付いたかの如く、

                「うー、そうか」

                　日露戦争当時を夢見ていたらしい。

                　二日、三日、体温は三十九度を下らず、ともすれば昏睡状態に陥った。

                　四日になった。病勢は悪化の唯一路を辿るばかりであった。

                　白川大将が病床の側に立った時、将軍の眼には大将がよく映らなかったらしい。そして頻りに譫言を続けていた。

                「奉天の右翼へ、・・・・・・」

                「鉄嶺へ前進！・・・・・・」

                「・・・ ・・・ ・・・ ・・・」

                　総てが日露戦争の時のことのみであった。ああ秋山騎兵旅団難戦苦闘の印象は、将軍の脳裏には、死の直前までも消えることはなかったのである。

                　昏睡からふと覚めた時、長女塚原與志子夫人が、

                「お父さん、何かお申し置きになることはありませんか」

                　将軍はただ一言、

                「ない」

                　次女土居健子夫人が、

                「これから信好の所へ手紙を出しますが、何か用事はありませんか」

                　将軍は言下に、

                「ない」

                　多美子夫人が将軍の顔をのぞくと、将軍は、

                「俺はまだ欲が深すぎたよ」

                　意味は解らぬが、多分生き延びるために手術までしたことを言ったのであろう。

                　

                　再び昏睡状態に入った。譫言がまた始まった。しかし声は刻々細り行き、医師は臨終の近きを告げた。

                　酒の好きであった将軍のために、末期の水の代わりに紅茶にコニャックを混じたものを用いたが、将軍は無意識にそれを吸うかの如くに感じられた。枕元には家族近親が声を呑んで見守っている。鈍い電燈が血の気の乏しい将軍の蒼い顔を静かに照らしている。

                　折柄、将軍危篤の報を聞いて駆け付けた士官学校同期生の本郷大将（房太郎）が、耳に口を寄せて、

                「秋山、本郷が判るか、馬から落ちるな」

                と言うと、将軍は目をぱっちり開いて微笑した。そしてはっきりと、

                「本郷か、少し起こしてくれ」

                と言った。起こせば良くないことは判っている。

                　多美子夫人を始め家族の人たちは、一刻千秋の思いで、嫡嗣信好氏の帰京を待ったが、医者より到底間に合わないと言い渡された。

                　では本人の望みのままにと、本郷大将と二男次郎氏とが前後より抱え起こしたが、暫しの後疲れるだろうからとて再び寝かすと、そのまま永き眠りに入ったのである。

                　鉛のような重苦しい気が、さっと室内に満ちたと思うとき、看とれる人々の歔欷きょきは、あたりの空気を繊細に震わせた。

                　昭和五年十一月四日午前七時十分、一代の名将秋山好古は、その七十二年の無休の闘いをついに終えたのである。

                　

                　切断された左脚をよく解剖して見ると、動脈は二ヶ所に於いて全く閉鎖され、静脈もまたトロンボーを起こしていて、殆ど全く血統は止まっていたのである。これでは脚が腐蝕せざるを得ないわけであった。

                　

                　これより先、将軍危篤の報一度天聴に達するや、畏かしこき辺りに於かせられては、将軍の国家に対する勲功を嘉せられ、十一月四日、旭日桐花大綬章を賜った。

            
            
                　　　三　葬儀

                　

                　嗚呼ああ、巨星は隕ちた。軍に在っては護国の豪将、郷に在っては郷党の師父たりし一世の英雄秋山将軍は、遂に逝いたのである。

                　この訃一たび伝わるや、国を挙げて哀悼追慕の意を表し、新聞紙は一斉に筆を揃えて、将軍の武勲を追仰した。

                　越えて十一月十日午後一時より、青山斎場に於いて盛大なる葬儀が行われた。

                　白川大将（義則）葬儀委員長、鳥谷中将（章）葬儀副委員長となり、導師麻布長谷寺住職に依って、厳かに執行された。祭壇には「従二位勲一等功二級陸軍大将秋山好古之柩」と認めた白旗の前には、畏かしこき辺りの御下賜品中心に、秩父宮家をはじめ、各宮家から賜った花輪を飾り、友人席には武藤信義、一戸兵衛、本郷房太郎、河井操、福田雅太郎、尾野実信、森岡守成の各陸軍大将以下数十名の将官、並びに長岡大使（春一）等が列席し、分けても在京及び近県の騎兵科出身の将官全部の列席を見たのは、流石に「日本騎兵の父」の葬儀を思わしめるものがあった。

                　斯くて定刻、導師の読経と共に、場外正面に整列した石津少佐の指揮せる儀仗兵一個大隊は「哀しみの極」を奏し、また弔銃を発して哀悼の意を表した。ついで閑院宮家御付武官、竹田の宮家事務官の御代香あり、続いて喪主信好氏、旧藩主久松伯爵、その他の焼香があった。

                　葬儀は午後二時、滞りなく終わり引き続き告別式に移ったが、式に列する者、東郷平八郎、上原勇作の二元帥、大庭二郎、安藤貞美、宇垣一成、奈良武次、鈴木貫太郎、岡田啓介、竹下勇、財部彪、安保清種等の各陸海軍大将、小笠原長幹伯、壬生基義伯、九鬼隆一男、大島富士太郎男、藤村義郎男、松井慶四郎男、山内長人男等を始め、朝野の顕官名士で斎場は埋められるほどであった。

                　

                　法名「威徳院殿忠信好古大居士」
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